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概　　要

第 4 回オープンファシリティシンポジウムは、平成 28 年 1 月 1 日に発足したグローバルファシリティ
センター（以下 GFC）の 1 年間の取り組みの報告と国が進める共用事業の最新情報の共有を目的として、
平成 29 年 1 月 31 日に北海道大学学術交流会館にて開催されたものであり、大学・法人・行政機関・
民間企業など参加機関 27 機関、169 名の方にご参加いただいた。

本シンポジウムは、2 部構成となっており、第 1 部では、始めの GFC センター長である網塚浩北海道
大学教授による本シンポジウムの趣旨説明に続き、文部科学省の科学技術・学術政策局研究開発基盤課　
渡辺その子前課長により、「新たな共用システムの導入と今後の研究開発基盤政策について」と題して、
基調講演が行われ、新たな共用システムの導入に関わる最新の動向が報告された。

その後、研究設備・機器の共用体制の集中的改革を進めていくことを目的とした「先端研究基盤共用促
進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）」に学内で採択された 4 拠点からの活動報告並びに
共用拠点の統括部局である GFC による全体の方向性についての報告が行われた。

第 2 部では、GFC センター長である網塚浩北海道大学教授が、「グローバルファシリティセンター進
捗状況について」と題して、GFC による 1 年間の活動概要の説明が行われた。続いて、「Universities’ 
Research Center, University of Yangon: Activities and Capacity Enhancements」と題した Ye Chan ヤン
ゴン大学教授による招待講演が行われた。その後、グローバルファシリティセンター次世代共用化プロ
ジェクト連携室 /URA ステーションの阿部真育氏から試作ソリューション部門と設備リユース部門の紹
介が行われ、グローバルファシリティセンター事業推進室の柳谷龍一特任准教授から国際連携推進部門
の紹介と論文調査データベースの紹介が行われた。さらに産学・地域協働推進機構産学推進本部の杉村
逸郎氏から「最先端共用機器の産業への応用」と題して、産学連携の取り組み事例の紹介が行われた。

引き続き、江端新吾 GFC 副センター長 /URA ステーション主任 URA による進行のもと「イノベーショ
ン創出に資する研究基盤共用のあり方～共用のニーズ変遷と目指すべきゴール～」と題したパネルディ
スカッションが行われた。パネリストには、先の網塚浩氏、渡辺その子氏に加え、中島大輔氏（文部科
学省研究振興局学術機関課研究設備係係長）、大谷文章氏（北海道大学教授）、佐田和己氏（同教授）、
前仲勝実氏（同教授）を迎え、研究基盤共用のためのマネジメントと大学の研究基盤戦略と政策との連
携というテーマで様々な討論が行われた。最後に川端和重北海道大学理事・副学長による閉会の辞をもっ
て閉会となった。

本シンポジウムのアンケートの回答から、渡辺その子氏の基調講演、先端研究基盤共用促進事業採択 4
拠点の報告、パネルディスカッションが参加者に対して大きな反響を呼んでいたことが見て取れた。シ
ンポジウム全体を通して、8 割以上の方から、内容に “ 満足 ”、“ まあ満足 ” と回答して頂くことができ     
た。「講演・報告の内容も分かり易かった」「GFC はじめ北大と文科省との関係性の質の高さが印象的で、
これからの展開が楽しみ」「設備市場は使い方が簡単なのでメール周知などをしてほしい」など、本シ
ンポジウムの報告内容への満足度合に関する意見や GFC の今後の取り組みに対する期待の意見が多く
寄せられ、組織の重要性、GFC 自体への関心の高さが伺えた。本シンポジウムにおいて、北海道大学の
機器共用に関する取り組みは全国的にみても先駆的であり、好事例となる期待が持たれていることが改
めて示された。



■基調講演
　 渡辺その子
　 文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　前課長

［第 1部］
■開会の辞
　 網塚　浩
　 グローバルファシリティセンター　センター長

■会場風景

上原　広充
グローバルファシリティセンター
次世代共用化プロジェクト連携室　URA

河本　充司
理学研究院　教授

出村　誠
先端生命科学研究院　教授

前仲　勝実
薬学研究院　教授

石政　勉
工学研究院　教授

■北海道大学における新たな共用システム導入支援プログラム採択 4 拠点の整備状況



■進行・パネリスト
上段左より
　江端　新吾（北海道大学　創成研究機構　グローバルファシリティセンター　副センター長）
　渡辺その子（文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　前課長）
　中島　大輔（文部科学省　研究振興局　学術機関課　研究設備係係長）
下段左より
　大谷　文章（北海道大学　触媒科学研究所　教授）／佐田　和己（北海道大学　理学研究院　教授）
　前仲　勝実（北海道大学　薬学研究院　教授）　　  ／網塚　　浩（北海道大学　グローバルファシリティセンター　センター長）

■招待講演
　 Ye Chan
　 ヤンゴン大学
　 ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長

［第 2部］
■グローバルファシリティセンター
　進捗状況について
　 網塚　浩
　 グローバルファシリティセンター　センター長

■閉会の辞
　 川端　和重（北海道大学　理事・副学長）

■司会
　高木　麻緒（北海道大学　グローバルファシリティセンター／研究支援室）

■新部門の紹介
阿部　真育
グローバルファシリティセンター
次世代共用化プロジェクト連携室　URA

柳谷　龍一
グローバルファシリティセンター
事業推進室　特任准教授

杉村　逸郎
産学・地域協働推進機構
産学推進本部　学術専門員
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　はじめに第 1 部

第４回北海道大学オープンファシリティシンポジウムを開催するにあたって

北海道大学では、先端機器の有効利用と研究費の
効率的な運用を目的とし、創成研究機構・共用機
器管理センターにて研究機器・設備の共同利用に
よる共有化、民間利用の促進・地域貢献を進めて
きた。その結果、国内最大規模の全学機器共用シ
ステムが構築され、学内外の多くの研究者や教員、
学生の研究教育活動を支える重要な基盤機能へと
成長を遂げている。

共用機器管理センターで得たノウハウに基づいた
更なる発展を目指して、平成２８年１月から共用
機器管理センターは、「人材育成」、「産学協働」、 

「リサイクル」の新たな３本の柱を加えたグロー
バルファシリティセンター（以下、GFC）に改組
された。

さらに、研究設備・機器の共用体制の集中的改革
を進めていくことを目的とした「先端研究基盤共
用促進事業（新たな共用システム導入支援プログ
ラム）」において、GFC が統括部局となって申請
した学内 4 共用拠点の全提案が採択され、学内に
分散する部局独自の共用拠点のネットワーク組織
であるオープンファシリティプラットフォームに
参画する機関を中心として、学内の共用体制及び
共用拠点間の連携強化が、GFC を中心に図られて
いる。

GFC が積極的に取り組むミッションとしては大き
く分けて３つある。第一に、本学が現在最も力を
注いでいる研究教育の国際化やイノベーション人
材育成の強化、並びにイノベーション環境整備の
推進に対する先端機器共用システム運用体制の構
築である。第二に、これまで主に高額の先端機器
を中心に進められてきた設備の共用促進を、学内
の研究・教育機器の大半を占める中・小規模装置
へと拡充できる共用体制を整備することである。
第三に、学内に存在する先端工作機器共用システ
ムの拡充と優秀な工作系技術職員の能力を十分に
引き出せる体制の整備である。

これらミッションの対応は、GFC の「国際連携
推進部門」、「設備リユース部門」、「試作ソリュー 
ション部門」のそれぞれの部門によって行われて
おり、センター長として北海道大学総長補佐を、
副センター長として URA を配置することで組織
全体のガバナンスを高めている。

国際連携推進部門では、平成 28 年 2 月 3 日に開
催された「第 3 回北海道大学オープンファシリ
ティシンポジウム～グローバルファシリティセ
ンターキックオフシンポジウム～」における韓国
ソウル大学、National Center for Inter-University 
Research Facilities(NCIRF) からのスタッフ 3 名の
招致活動や、平成 28 年 12 月にミャンマー・パ
テイン大学にて開催された「第 3 回ミャンマー－
日本国際シンポジウム」への参加により、国際連
携の輪を広げている。

設備リユース部門では、中・小規模装置の学内流
通を促進することを目的とした「設備市場」の開
設に向けて、学内規程の新規構築を行い、平成
28 年 12 月 20 日には学内事務職員向けの本シス
テムの利用説明会を実施した。そのような学内協
議並びに説明会を通して得られた意見に基づき、
平成 28 年 12 月 28 日に「設備市場」が本格始動
した。

試作ソリューション部門では、平成 28 年 8 月 1
日に日本軽金属株式会社と取引基本契約を結び、
学内技術職員の学外からの試作品依頼対応を可能
とした。平成 29 年 1 月末現在において、依頼案
件数は 8 案件に上り、民間、外部研究機関問わず
順調に外部資金獲得を進めている。

平成 28 年 1 月に改組して以降、GFC は積極的に
課題解決に向けて具体的な活動を進めてきてい
る。このような背景のもと、平成 29 年 1 月 31    
日、北海道大学学術交流会館にて「第 4 回北海道
大学オープンファシリティシンポジウム」を開催
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した。シンポジウムには大学・法人・行政機関・
民間企業など参加機関 27 機関、169 名の方にご
参加いただいた。文部科学省からは先端研究基盤
共用促進事業の立ち上げ段階から携わっている
科学技術・学術政策局研究開発基盤課前課長を、
海外からはヤンゴン大学 Universities’ Research 
Center よりスタッフ 3 名をお招きした。本報告
書はシンポジウムの概要、講演、報告、パネル   
ディスカッションの内容及び事後アンケートの結
果を取りまとめたものである。

今後においても、研究開発活動において、研究基
盤への投資はさらに厳しい状況になることが予想
され、大学組織としてオーガナイズすることを前
提とした機器共用事業はさらに重要な政策となる
ことが予想される。本シンポジウムにおいて北海
道大学における機器共用に関する取り組みは全国
的に見ても先駆的であり、好事例となる期待が持
たれていることが改めて示された。本シンポジウ
ム及び本報告書が機器共用政策を推進する一助に
なれば幸いである。

北海道大学　創成研究機構
グローバルファシリティセンター

センター長　教授
網塚　　浩

北海道大学　創成研究機構
グローバルファシリティセンター

副センタ―長　主任 URA
江端　新吾
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2. シンポジウム概要
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シンポジウム概要

2. 1.　プログラム

第 2 部
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2. 2.　参加者所属先

　参加者数：169 名（当日受付分含む）

　※他大学の内訳（人）：	 東京工業大学（6）、名古屋大学（5）、徳島大学（3）、広島大学（3）、大阪大学（3）、
			   福井大学（3）、ヤンゴン大学（3）、東北大学（2）、鳥取大学（2）、会津大学（1）、
			   宮崎大学（1）、金沢大学（1）、大分大学（1）、名古屋工業大学（1）、
			   北海道薬科大学（1）、東京農工大学（1）、高知大学（1）、筑波大学（1）

北海道大学
（116）

他大学
（39）

企業
（9）

公的研究機関
（2）

行政機関
（2）

その他
（1）
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3. グローバルファシリティセンター
進捗状況について
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グローバルファシリティセンター進捗状況について
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網塚　浩　グローバルファシリティセンター　センター長

O
rg

an
iz

at
io

n 
Ch

ar
t 

of
 G

FC
Re

gi
st

er
ed

 a
nd

 R
eg

is
te

ra
bl

e 
M

ac
hi

ne
s

~
 1

80

Eq
ui

pm
en

t r
eg

is
te

re
d 

to
 

O
pe

n 
Fa

ci
lit

y 
Sy

st
em

Re
gi

st
er

ed
 a

nd
 “

re
gi

st
er

ab
le

”
eq

ui
pm

en
t 

>
 3

30

N
or

th
ar

ea
Ce

nt
ra

la
re

a

So
ut

h
ar

ea To
 d

o 
th

is
, w

e 
ar

e 
no

w
 im

pr
ov

in
g

th
e 

re
gu

la
tio

n 
ru

le
s 

fo
r O

pe
n 

Fa
ci

lit
y 

Sy
st

em
; 

fo
r e

xa
m

pl
e,

 w
e 

ar
e 

m
ak

in
g 

th
e 

se
tt

in
g 

of
 u

sa
ge

 c
ha

rg
e 

m
or

e 
fle

xi
bl

e.
  

H
is

to
ry

 o
f G

FC
O

rg
an

iz
at

io
n 

Ch
ar

t 
of

 G
FC

1 
+ 

1 
(v

ic
e 

di
re

ct
or

)

15
 (1

1)

3 
(3

)

8 
(0

)
2 

(1
)

7 
(1

)
3 

(1
)

6 
(0

)



12

グローバルファシリティセンター進捗状況について

H
is

to
ry

 o
f G

FC
H

is
to

ry
 o

f G
FC

H
is

to
ry

 o
f G

FC
H

is
to

ry
 o

f G
FC

第 2 部



13

網塚　浩　グローバルファシリティセンター　センター長

H
is

to
ry

 o
f G

FC
H

is
to

ry
 o

f G
FC

O
rg

an
iz

at
io

n 
Ch

ar
t 

of
 G

FC



14

グローバルファシリティセンター進捗状況について第 2 部



15

網塚　浩　グローバルファシリティセンター　センター長


Ev

er
y 

ye
ar

, a
 fe

w
 h

un
dr

ed
 m

ac
hi

ne
s 

ar
e 

sc
ra

pp
ed

 in
 H

U
.  


So

m
e 

of
 th

os
e 

ar
e

re
us

ed
 v

ia
 o

ur
 w

eb
 s

ys
te

m
 o

f a
 “

fr
ee

-m
ar

ke
t”

 s
ty

le
. 


H

ow
ev

er
, t

he
 n

um
be

r o
f r

eg
is

tr
at

io
n 

to
 th

is
 s

ys
te

m
 is

 q
ui

te
 s

m
al

l, 
an

d 
th

e 
ag

re
em

en
ts

 
be

tw
ee

n 
tr

an
sf

er
 a

nd
 a

cq
ui

si
tio

n 
ha

ve
 h

ar
dl

y 
be

en
 a

ch
ie

ve
d.

 

Im
pr

ov
em

en
ts

:
Ca

us
es

: 

●
Le

ss
 in

ce
nt

iv
e 

fo
r s

up
pl

ie
rs

 

●
Tr

ou
bl

es
om

e 
w

or
kl

oa
d

In
te

rn
et

Sh
op

pi
ng

 M
al

l 
fo

r E
qu

ip
m

en
t

●
Se

tt
in

g 
pr

ic
es

 to
 s

up
pl

ie
d 

m
ac

hi
ne

s

●
Pr

om
ot

in
g 

th
e 

re
gi

st
ra

tio
n

●
M

ak
in

g 
m

or
e 

co
nv

en
ie

nt
 w

eb
 s

ite

●
D

iff
ic

ul
t t

o 
fin

d 
go

od
 m

at
ch

es



16

グローバルファシリティセンター進捗状況について

Si
sa

ku
.c

om
 b

y
N

ip
po

n 
Li

gh
t M

et
al

 C
o.

 L
td

.
N

et
w

or
k 

of
 m

or
e 

th
an

 1
20

 te
ch

ni
ci

an
s 

 

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
is

ak
u.

co
m

/

第 2 部



17

網塚　浩　グローバルファシリティセンター　センター長

Af
te

rn
oo

n 
Pr

og
ra

m
: 


In

vi
te

d 
Le

ct
ur

e:
 

Pr
of

.Y
e 

Ch
an

 (U
RC

, T
he

 U
ni

v.
 o

f Y
an

go
n)

(G
ue

st
s:

 D
r. 

M
yo

A
un

g,
 D

r.
N

an
 T

hi
da

rC
hi

t S
w

e)


Ac

tiv
ity

 R
ep

or
ts

: 
U

RA
 M

ai
ku

A
be

 (G
FC

, H
U

)
D

iv
is

io
n 

Su
b-

le
ad

er
 R

yu
ic

hi
Ya

na
gi

ya
 (G

FC
, H

U
)

M
an

ag
er

 It
su

ro
Su

gi
m

ur
a 

(IP
BR

C,
 G

FC
, H

U
)


Pa

ne
l D

is
cu

ss
io

ns
: 

M
an

ag
er

 S
on

ok
o

W
at

an
ab

e 
(J

AE
A)

Su
bs

ec
tio

n 
Ch

ie
f D

ai
su

ke
 N

ak
aj

im
a 

(M
EX

T)
Pr

of
. B

un
sh

o
O

ht
an

i(
In

st
itu

te
 fo

r C
at

al
ys

is
, H

U
)

Pr
of

. K
az

uk
iS

ad
a

(F
ac

ul
ty

 o
f S

ci
en

ce
., 

H
U

)
Pr

of
. K

at
su

m
i M

ae
na

ka
(F

ac
ul

ty
 o

f P
ha

rm
ac

eu
tic

al
 S

ci
., 

H
U

)


Cl

os
in

g 
Re

m
ar

ks
: V

ic
e 

Pr
es

id
en

t K
az

us
hi

ge
 K

aw
ab

at
a 

(H
U

)



18



19

4. 招待講演



20

4.　講演資料
Co

nt
en

ts
Pa

rt 
I

Br
ief

 of
 U

niv
er

sit
y o

f Y
an

go
n

Un
ive

rsi
tie

s’ 
Re

se
arc

h C
en

tre
Ba

ck
gro

un
d

Ob
jec

tiv
es

Re
se

arc
h f

ac
ilit

ies
Su

pp
or

t s
er

vic
es

Co
lla

bo
rat

ion
Ac

tiv
itie

s
Fu

tu
re

 Pl
an

Pa
rt 

II
Re

se
arc

h A
re

as

U
ni

ve
rs

iti
es

’ R
es

ea
rc

h 
C

en
tr

e, 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f Y

an
go

n:
 

Ac
tiv

iti
es

 an
d C

ap
ac

ity
 E

nh
an

ce
m

en
ts

Pr
es

en
ted

 by
  Y

e C
ha

n

De
pa

rtm
en

ts

Ac
ad

em
ic

De
pa

rtm
en

ts


21
ac

ad
em

ic
de

pa
rtm

en
ts


He

ad
ed

by
ap

ro
fes

so
r

13
 A

rts
 D

ep
ar

tm
en

ts


M
ya

nm
ar

,E
ng

lis
h,

Hi
sto

ry
,L

aw
,P

hi
los

op
hy

,P
sy

ch
olo

gy
,A

nt
hr

op
olo

gy
,

Ar
ch

ae
olo

gy
,

In
ter

na
tio

na
l

Re
lat

ion
s,

Ge
og

ra
ph

y,
Or

ien
ta

l
St

ud
ies

an
d

Li
br

ar
y&

In
fo

rm
at

ion
St

ud
ies

,P
oli

tic
al

sc
ien

ce

8S
cie

nc
eD

ep
ar

tm
en

ts


Ph

ys
ics

,C
he

m
ist

ry
,M

at
he

m
at

ics
,Z

oo
log

y,
Bo

ta
ny

,I
nd

us
tri

al
Ch

em
ist

ry
,

Ge
olo

gy
an

dC
om

pu
ter

St
ud

ies

Re
se

ar
ch

Ce
nt

re


U
ni

ve
rs

iti
es

’R
es

ea
rc

hC
en

tre

•
Es

ta
bli

sh
ed

 on
 1s

t D
ec

, 1
92

0
•

Th
e f

irs
t n

at
ion

al 
un

ive
rsi

ty
 in

 M
ya

nm
ar

 

In
tro

du
cti

on
 to

 U
ni

ve
rsi

ty
 of

 Ya
ng

on

招待講演第 2 部



21

•Fa
cu

ltie
s –

82
0

•St
aff

s  
-5

96

St
ud

en
ts 

: 7
64

1 (
20

15
-1

6 A
Y) 

Fa
cu

ltie
s a

nd
 St

aff
s

•U
RC

 w
as

 es
tab

lis
he

d i
n 1

98
5.

•S
taf

fs 
fro

m 
Ph

ys
ics

, C
he

mi
str

y, 
Ge

olo
gy

, B
ot

an
y a

nd
 Zo

olo
gy

 D
ep

ar
tm

en
ts 

of
 Ya

ng
on

 
Un

ive
rsi

ty.
•(

19
85

-20
00

) F
un

din
g f

or
 Re

se
arc

h i
ns

tru
me

nt
s a

nd
 te

ch
nic

al 
tra

ini
ng

s w
er

e s
up

po
rte

d 
by

 M
ya

nm
ar

 G
ov

er
nm

en
t, J

ap
an

 Cu
ltu

ral
 Pr

og
ram

, U
ND

P a
nd

 U
SA

ID
.

•I
n 2

00
0 ,

 ac
co

rd
ing

 to
 th

e N
ati

on
al 

Ed
uc

ati
on

 D
ev

elo
pm

en
t P

lan
, M

ini
str

y o
f 

Ed
uc

ati
on

, M
ya

nm
ar

 ha
s p

ro
vid

ed
 fu

nd
ing

 to
 up

gra
de

 an
d t

o i
ns

tal
l n

ew
 re

se
arc

h 
ins

tru
me

nt
s. 

•U
RC

 ha
s b

ee
n u

pg
rad

ed
 an

d i
ns

tal
led

 ne
w 

ins
tru

me
nt

s a
nn

ua
lly

 de
pe

nd
ing

 on
 th

e 
bu

dg
et

 al
low

ed
 by

 th
e g

ov
er

nm
en

t.

Ba
ck

gr
ou

nd
 of

 U
RC

 

De
gr

ee
 A

wa
rd

ed

1.
BA

&
BS

c
2.

Po
stg

ra
du

at
eD

ip
lom

a
3.

BA
(H

on
s),

BS
c(

Ho
ns

)
4.

M
A,

M
Sc

5.
M

Re
s

6.
Ph

D


Ac

ad
em

ic
Ye

ar
:J

un
e-

M
ar

ch
.


Tw

o s
em

es
ter

s: 
(J

un
e -

Se
pt

em
be

r)
an

d(
De

ce
m

be
r-

M
ar

ch
)

In
ter

na
tio

na
l C

oll
ab

or
at

ion

Nu
m

be
r o

f A
gr

ee
m

en
t a

nd
 M

oU
 w

ith
 In

ter
na

tio
na

l  I
ns

tit
ut

ion
s a

nd
 or

ga
ni

za
tio

ns
: 5

4

Th
e J

ap
an

es
e U

ni
ve

rs
iti

es 
th

at
 al

re
ad

y e
sta

bl
ish

ed
 M

oU
 w

ith
 U

ni
ve

rs
ity

 of
 Ya

ng
on

 ar
e

1.T
ok

yo
 U

ni
ve

rs
ity

 of
 F

or
eig

n S
tu

di
es

, J
ap

an
 (6

. 8
. 2

01
4)

2.A
ki

ta
 U

ni
ve

rs
ity

, J
ap

an
 (1

9. 
8. 

20
14

)
3.K

an
sa

i U
ni

ve
rs

ity
 of

 In
ter

na
tio

na
l S

tu
di

es
, J

ap
an

 (2
8. 

10
. 2

01
4)

4.K
ok

us
hi

ka
n U

ni
ve

rs
ity

, J
ap

an
 (2

7. 
2. 

20
15

)
5.C

hu
o U

ni
ve

rs
ity

, J
ap

an
 (1

9. 
3. 

20
15

)
6.W

as
ed

a U
ni

ve
rs

ity
, J

ap
an

 (1
4. 

5. 
20

15
)

7.O
sa

ka
 U

ni
ve

rs
ity

, J
ap

an
 (1

8. 
6. 

20
15

)
8.T

ok
yo

 U
ni

ve
rs

ity
 of

 M
ar

in
e S

cie
nc

e a
nd

 Te
ch

no
log

y, 
Ja

pa
n(

1. 
7. 

20
15

)
9.J

os
ai 

Un
ive

rs
ity

 C
or

po
ra

tio
n, 

Ja
pa

n (
25

. 8
. 2

01
5)

10
.K

yu
sh

u U
ni

ve
rs

ity
, J

ap
an

 (1
8. 

9. 
20

15
)

11
.K

yo
to

 U
ni

ve
rs

ity
, J

ap
an

 (2
2. 

9. 
20

15
)

12
.O

sa
ka

 U
ni

ve
rs

ity
 of

 E
co

no
m

ics
 an

d L
aw

, J
ap

an
 (8

.12
. 2

01
5)

Ye Chan　ヤンゴン大学　ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長



22

Str
uc

tu
re

 of
 U

RC
 


To

 pr
ov

ide
 th

e r
es

ea
rch

 fa
cil

itie
s a

nd
 co

ns
ult

an
t f

or
 st

ud
en

ts 
an

d r
es

ea
rch

ers
 fr

om
 

un
ive

rsi
tie

s, 
mi

nis
tri

es
 an

d p
riv

ate
 en

ter
pr

ise
s


To

 fo
ste

r a
nd

 pr
om

ot
e e

ffe
cti

ve
 m

ult
i-d

isc
ipl

ina
ry 

an
d i

nt
er

-di
sci

pli
na

ry 
res

ea
rch

 ac
ro

ss 
th

e 
wi

de
 sp

ec
tru

m 
of 

sci
en

ce
 an

d t
ec

hn
olo

gy


To
 en

ha
nc

e t
he

 ca
pa

cit
y o

f r
es

ea
rch

 in
str

um
en

ts 
an

d r
es

ea
rch

ers
, a

nd
 th

e c
oo

pe
rat

ion
 of

 
res

ea
rch

 ce
nt

ers
 an

d l
ab

or
ato

ry 
ne

tw
or

k t
o s

ha
re 

ex
pe

rie
nc

es
 ab

ou
t la

bo
rat

or
y c

ap
ab

ilit
ies

, 
ma

na
ge

me
nt

, d
es

ign
, d

ev
elo

pm
en

t a
nd

 m
ain

ten
an

ce
 

Ob
jec

tiv
e

Re
se

ar
ch

 F
ac

ili
tie

s

At
om

ic 
Ab

so
rp

tio
n 

Sp
ec

tro
m

et
er

 
(A

AS
)

En
er

gy
 D

isp
er

siv
e 

X-
ra

y 
Fl

uo
re

sc
en

ce
 S

pe
ct

ro
m

et
er

  (
ED

XR
F)

M
icr

os
co

pe

Th
er

m
og

ra
vi

m
et

ric
Di

ffe
re

nt
ia

l 
Th

er
m

al
 A

na
ly

ze
r (

TG
-D

TA
)

Sc
an

ni
ng

 El
ec

tro
n 

M
icr

os
co

pe
 (S

EM
)

Re
se

ar
ch

 F
ac

ili
tie

s

X-
ra

y 
Di

ffr
ac

to
m

et
er

(X
RD

)

UV
 V

isi
bl

e 
Sp

ec
tro

m
et

er
 

招待講演第 2 部



23

Pr
oc

ed
ur

es
 fo

r a
 Se

rv
ice

 R
eq

ue
st

14

Re
gis

tra
tio

n
Co

ns
ult

ati
on

 
ab

ou
t a

na
lys

is
Pa

y f
ee

s
M

ea
su

re
me

nt
 

an
d a

na
lys

is
Re

tu
rn

 
M

ea
su

re
d 

da
ta

Co
ns

ult
ati

on
 

ab
ou

t R
es

ult
s

1.
La

bo
rat

or
y N

et
wo

rk 
M

ya
nm

ar


To
 bu

ild
 ca

pa
cit

ies
 of

 
lab

or
ato

rie
s i

n M
ya

nm
ar


To

 de
ve

lop
 a 

pla
tfo

rm
 fo

r 
sh

ar
ing

 in
for

ma
tio

n 


To
 bu

ild
 be

tte
r c

oo
pe

rat
ion

 
am

on
gs

t t
he

 la
bo

rat
or

ies
 

na
tio

nw
ide

Cu
rre

nt
 Ac

tiv
itie

s o
f L

NM
•

Pr
of

ici
en

cy
 te

sti
ng

•
Tra

ini
ng

 fo
r la

bo
rat

or
y p

er
so

nn
el

•
Da

ta 
An

aly
sis

De
pa

rtm
en

t o
f 

M
ed

ica
l 

Re
se

arc
h

Un
ive

rsi
tie

s’ 
Re

se
arc

h 
Ce

nt
re Fo

od
s a

nd
 

Dr
ug

s 
Ad

mi
nis

tra
tio

n

Ag
ric

ult
ur

al 
pr

od
uc

ts 
Re

se
arc

h

Fis
he

rie
s 

re
se

arc
h

W
ate

r 
re

so
ur

ce
s 

re
se

arc
h

Sc
ien

ce
 an

d 
Te

ch
no

log
y

PT
B G

er
ma

ny

Co
lla

bo
rat

ion

Re
se

ar
ch

 F
ac

ili
tie

s

Ap
pa

ra
tu

s f
or

 S
yn

th
es

iz
in

g 
of

 N
an

o 
M

at
er

ia
ls

El
lip

so
m

et
er

M
icr

op
la

te
Sp

ec
tro

ph
ot

om
et

er
 

M
as

k 
Al

ig
ne

r

In
fr

ar
ed

 b
el

t f
ur

na
ce

 

Co
mp

an
y

45
5

28
030

9

11
3

612

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

Ph
D

M
Re

s

M
Sc

Re
se

arc
h P

ro
jec

t

Ot
he

r M
ini

str
y

To
tal

 su
pp

or
t  s

er
vic

es
 in

 20
16

 

010203040506070809010
0

Numbers

20
16

Su
pp

or
t s

er
vic

es
 fo

r S
tu

de
nt

s a
nd

 Re
se

arc
he

rs Ph
D

M
Re

s

M
Sc

Re
se

arc
h p

ro
jec

ts

Ot
he

r m
ini

str
ies

Co
mp

an
y

Ye Chan　ヤンゴン大学　ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長



24

3. 
Co

lla
bo

ra
tio

n W
ith

 U
ni

ve
rsi

ty 
of 

Ai
zu

 (2
01

3-N
ow

)

•T
rai

nin
gs

 fo
r s

he
ari

ng
 kn

ow
led

ge
•D

ev
elo

pin
g E

du
ca

tio
n m

ate
ria

ls 
•R

es
ea

rch
 ex

ch
an

ge
•N

av
iga

tio
n S

yst
em

-on
-C

hip
 (N

So
C)

.
•M

oU
 w

ith
 U

oA
is 

in 
pr

oc
es

s.

Co
lla

bo
rat

ion
Co

lla
bo

rat
ion

2.
Ko

re
aF

ou
nd

ati
on

for
Ad

va
nc

ed
Stu

die
s

•K
or

ea
Fo

un
da

tio
n

for
Ad

va
nc

ed
Stu

die
s(

KF
AS

)a
nd

Un
ive

rsi
ty

of
Ya

ng
on

be
ga

nc
oll

ab
or

ati
ng

th
ro

ug
ht

he
KF

AS
int

er
na

tio
na

ls
ch

ola
r

ex
ch

an
ge

fel
low

sh
ip

(IS
EF

)in
20

01
,

•T
wo

ins
tit

ut
ion

sc
oe

sta
bli

sh
ed

As
ia

Re
se

arc
hC

en
tre

in
Un

ive
rsi

tie
s

re
se

arc
h

ce
nt

re
,U

niv
er

sit
y

of
Ya

ng
on

(A
RC

-U
Y)

in
Au

gu
st

20
02

.
Th

e
ob

jec
tiv

e
of

th
is

ce
nt

re
is

to
pr

ov
ide

re
se

arc
h

gra
nt

s
an

d
ac

ad
em

ic
su

pp
or

tt
oM

ya
nm

ar
sch

ola
rs.

Co
lla

bo
rat

ion

Ac
tiv

itie
s

Tra
ini

ng
Pu

bli
c A

wa
re

ne
ss

4.
Au

str
ali

an
 N

ati
on

al 
Un

ive
rsi

ty 
•P

ub
lic

 aw
are

ne
ss 

of
 sc

ien
ce

•S
cie

nc
e C

irc
us

 fo
r B

as
ic 

Ed
uc

ati
on

 an
d P

ub
lic

Sh
ea

rin
g K

no
wl

ed
ge

 to
 te

ac
he

rs 
of

 Ba
sic

 
Ed

uc
ati

on
 

•D
em

on
str

ati
on

 Sc
ien

ce
 ex

pe
rim

en
ts 

wi
th

 ea
sil

y a
va

ila
ble

 m
ate

ria
ls

•E
ffe

cti
ve

 w
ay

 fo
r s

cie
nc

e t
ea

ch
ing

Co
lla

bo
ra

tio
n 

招待講演第 2 部



25

Sc
ien

ce
Fa

ir
•T

os
ha

re
th

ek
no

wl
ed

ge
for

stu
de

nt
sa

nd
pu

bli
cw

ho
are

int
er

es
ted

in
sci

en
tif

ic
tec

hn
olo

gy
•T

he
pu

bli
c

aw
are

ne
ss

of
sci

en
ce

an
d

stu
de

nt
s

of
all

lea
rn

ing
lev

els
an

d
lea

rn
ing

sty
les

Pu
bli

c A
wa

re
ne

ss

Pu
bli

c 
Aw

are
ne

ss

Tra
ini

ng
s

•I
ns

tru
me

nt
ati

on
s

•T
rai

nin
g o

n o
pe

rat
ion

 an
d a

pp
lic

ati
on

 of
 

ad
va

nc
ed

 re
se

arc
h i

ns
tru

me
nt

s 
•T

rai
nin

g o
n E

mb
ed

de
d s

ys
tem

s a
nd

 
Sy

ste
m-

on
-Ch

ip:
 co

lla
bo

rat
ive

 ed
uc

ati
on

 
re

se
arc

h w
ith

 th
e U

niv
ers

ity
 of

 Ai
zu

, Ja
pa

n. To
ge

tk
no

wl
ed

ge
on

th
et

ea
ch

ing
aid

s,
th

el
ab

or
ato

ry
eq

uip
me

nt
an

dr
es

ea
rch

eq
uip

me
nt

.

To
ex

plo
re

th
e

pr
of

ile
an

d
ac

ad
em

ic
ac

tiv
itie

so
fU

Yt
o

th
ep

ub
lic

an
d

bu
sin

es
s

pe
rso

ns
an

d
it

en
ha

nc
e

th
e

lin
ka

ge
be

tw
ee

n
Un

ive
rsi

tie
sa

nd
So

cio
-ec

on
om

ic
co

mm
un

ity
in

tea
ch

ing
an

d
lea

rn
ing

,a
nd

re
se

arc
ha

cti
vit

ies
.

Ye Chan　ヤンゴン大学　ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長



26

M
od

el 
of

 N
ew

 Re
se

ar
ch

 Ce
nt

re

M
od

el 
of

 N
ew

 Re
se

ar
ch

 Ce
nt

re

•
To

be
an

int
er

na
tio

na
lly

re
co

gn
ize

d
Re

se
arc

h
Ce

nt
er

for
inn

ov
ati

ve
,a

pp
lie

d
res

ea
rch

•
To

co
nd

uc
ta

pp
lie

d
re

se
arc

h
in

na
tio

na
l

pr
ior

ity
are

as
th

ro
ug

h
co

lla
bo

rat
ive

res
ea

rch
pa

rtn
ers

hip
s

wi
th

loc
al

an
d

int
er

na
tio

na
lp

art
ne

rs

Pr
ior

ity
 ta

sk
s f

or
 ca

pa
cit

y b
uil

din
g

•
To

 pr
om

ot
e t

he
  re

se
arc

h c
ap

ac
itie

s, 
tec

hn
olo

gy
/in

no
va

tio
n, 

tec
hn

ica
l c

oo
pe

rat
ion

s
•

To
 up

gra
de

 in
fra

str
uc

tu
re

•
To

 en
ha

nc
e t

rai
nin

g a
nd

 sk
ills

•
To

 de
ve

lop
 qu

ali
ty 

as
su

ran
ce

•
To

 be
 in

ter
na

tio
na

lis
ati

on
(gl

ob
al 

ne
tw

or
k f

or
 

res
ea

rch
 ce

nt
re,

, re
se

arc
h p

art
ne

rsh
ips

)

Fu
tu

re
 Pl

an
: E

xte
nd

ing
 In

fra
str

uc
tu

re

•I
nt

eg
rat

ed
 Re

se
arc

h C
en

ter
•N

ew
 bu

ild
ing

 be
sid

e t
he

 In
ya

 
La

ke
 ( U

Y c
am

pu
s)

•6
 St

or
ies

 bu
ild

ing
 

M
od

el 
of 

Ne
w 

Re
se

ar
ch

 Ce
nt

re

Ne
w 

Re
se

ar
ch

 Ce
nt

re
 un

de
r c

on
str

uc
tio

n

Cu
rre

nt
 Re

se
ar

ch
 A

cti
vit

ies

En
ha

nc
ing

 th
e C

ap
ac

ity
 of

 U
RC

 th
ro

ug
h G

lob
al 

Re
se

ar
ch

 an
d  

La
bo

ra
to

ry
 N

et
wo

rks


Im

pr
ov

ed
 qu

ali
ty 

as
su

ran
ce

 th
ro

ug
h a

ccr
ed

ita
tio

n &
 pr

of
ici

en
cy

 te
sti

ng
 pr

og
ram

s


Im
ple

me
nt

ati
on

 of
 va

lid
ate

d s
tan

da
rd


La

bo
rat

or
y p

ro
ce

du
re

s a
nd

 m
eth

od
s


Pr

ov
isi

on
 of

 tr
ain

ing
 fo

r la
bo

rat
or

y p
er

so
nn

el 
, fa

cu
ltie

s


Pr
ov

isi
on

 of
 su

pp
lie

s a
nd

 eq
uip

me
nt


Lin

kin
g o

f la
bo

rat
or

y d
ata

 an
d a

cti
vit

ies
 to

 su
rve

illa
nc

e a
nd

 sh
ea

rin
g L

ibr
ar

y d
ata


Pr

om
ot

ion
 of

 ed
uc

ati
on

al 
re

se
arc

h s
er

vic
es

 st
ud

en
ts 

an
d r

es
ea

rch
er

s a
nd

 su
sta

ina
bil

ity
 of

 
lab

or
ato

ry 
se

rvi
ce

s 

招待講演第 2 部



27

•B
ot

an
ica

lN
am

e:
•T

ec
to

na
ha

m
ilt

on
ian

aW
all

.(
Da

-h
at

)
•F

am
ily

:V
er

be
na

ce
ae

•M
ya

nm
ar

Na
m

e
:D

a-
ha

t

Sm
all

,d
ec

id
uo

us
tre

e,
ha

bi
ta

ti
n

th
eu

pp
er

zo
ne

so
fM

ya
nm

ar

De
pa

rtm
en

ta
l a

nd
 Co

lla
bo

ra
te

d R
es

ea
rch

Re
se

arc
h A

re
as

So
lar

 ce
lls

Na
no

 sc
ien

ce
 

an
d a

dv
an

ce
d 

ma
ter

ial
s

M
EM

S

En
vir

on
me

nta
l 

Stu
die

s

W
ate

r a
nd

 so
il 

Re
ne

wa
ble

 
En

erg
y

Bio
tec

hn
olo

gy

Hi
sto

log
y

M
icr

ob
iol

og
y

M
ed

ici
na

l 
Ch

em
ist

ry

Na
tu

ral
 

Pr
od

uc
ts

ICT
 an

d 
Ele

ctr
on

ics
 

Sc
ien

ce

Em
be

dd
ed

 
So

C

Dr
on

es
, U

AV

Be
tul

ini
c

ac
id

is
a

ve
ry

pr
om

isi
ng

ne
w

ch
em

oth
era

pe
uti

ca
ge

nt
fo

rt
he

tre
atm

en
to

fH
IV

inf
ec

tio
n

an
d

po
sse

sse
s

a
br

oa
de

r
sp

ec
tru

m
of

ac
tiv

ity
ag

ain
st

va
rio

us
ca

nc
er

ce
ll

typ
es

.
Th

ere
fo

re
be

tul
ini

c
ac

id-
ric

h
Te

ch
ton

a
ha

mi
lto

nia
na

W
all

.
(D

a-h
at)

('[
wf

)
is

ve
ry

va
lua

ble
an

d
en

de
mi

c
sp

ec
ies

co
nf

ine
d

to
M

ya
nm

ar
an

da
lso

en
da

ng
ere

d,
its

ge
ne

tic
co

ns
erv

ati
on

is
ve

ry
im

po
rta

nt.

Ye Chan　ヤンゴン大学　ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長



28

33

Co
ns

ist
in

g 
of

 se
ns

or
s,

 co
nt

ro
lle

rs
, a

ct
ua

to
rs

 a
nd

 
so

m
e 

(w
ire

le
ss

) n
et

w
or

k 
to

 ta
lk

 to
 o

th
er

 
co

op
er

at
in

g 
ob

je
ct

s

Se
ns

or
s 

w
er

e 
ut

ili
ze

d 
in

 c
lo

se
d 

lo
op

 c
on

tr
ol

 sy
st

em
s.

 
Co

op
er

at
in

g 
ob

je
ct

s c
om

m
un

ic
at

e 
w

ith
 e

ac
h 

ot
he

r a
nd

 
ar

e 
ab

le
 to

 a
ch

ie
ve

 a
ut

om
at

io
n.

 

G
ro

un
d 

co
nt

ro
l s

ta
tio

n

In
te

gr
at

ed
 N

av
ig

at
io

n 
fo

r A
ut

o 
Pi

lo
t

•
Li

ne
ar

ize
 K

al
m

an
Fi

lte
r a

nd
 N

on
lin

ea
r K

al
m

an
Fi

lte
rs

 fo
r s

en
so

r F
us

io
n

•
De

ve
lo

pm
en

t o
f N

av
ig

at
io

n 
Sy

st
em

 o
n 

a 
Ch

ip

•T
oe

xt
en

ta
sm

ult
idi

sci
pli

na
ry

re
se

ar
ch

ce
nt

re
at

th
eU

niv
er

sit
yo

fY
an

go
n

•T
oe

xp
an

dt
he

re
se

ar
ch

ne
tw

or
kt

ol
oc

al
to

ag
lob

al
sta

nd
po

int
.

•T
o

en
ha

nc
e

th
e

co
lla

bo
ra

tio
n

wi
th

ov
er

se
as

un
ive

rsi
tie

s
an

d
re

se
ar

ch
ins

tit
ut

ion
ar

ou
nd

th
e

wo
rld

to
sh

ar
e

th
e

kn
ow

led
ge

an
d

tec
hn

olo
gic

al
tra

ns
fer

an
ds

ha
rin

ge
qu

ipm
en

ts
ys

tem
s.

Fu
tu

re
 M

iss
ion

Fa
br

ica
tio

n o
f C

ell
ul

os
e H

yd
ro

ge
l F

ilm
 P

re
pa

re
d F

ro
m

 M
ya

nm
ar

 T
ha

na
ka

招待講演第 2 部



29

Th
an

k Y
ou

. 

Ye Chan　ヤンゴン大学　ユニバーシティーズリサーチセンター　センター長



30



31

5. 新部門の紹介



32

5. 1.　講演資料
０

.
Ag

en
da

1.
Pr

ot
ot

yp
e 

M
ac

hi
ni

ng
 S

ol
ut

io
n 

D
iv

is
io

n
•

St
at

us
 re

po
rt

•
Fu

tu
re

 d
ev

el
op

m
en

t
2.

Re
us

e 
&

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
•

St
at

us
 re

po
rt

•
Fu

tu
re

 d
ev

el
op

m
en

t

In
tr

od
uc

tio
n 

of
 N

ew
 D

iv
is

io
ns

Pr
ot

ot
yp

e 
M

ac
hi

ni
ng

 S
ol

ut
io

n 
D

iv
is

io
n,

 
Re

us
e 

&
 R

ec
yc

le
 D

iv
is

io
n

M
ai

ku
A

BE
1,

2 , 
S.

 E
BA

TA
1,

2 , 
N

. E
TO

H
2 , 

T.
 M

EI
KE

2,
3 , 

T.
 S

AS
AK

I2,
3 , 

H
. N

O
M

U
RA

2,
3 , 

K.
 N

AK
AM

U
RA

2,
3 , 

H
. T

AK
EU

CH
I2,

3 , 
T.

 K
AN

N
O

2,
3 , 

S.
 T

AJ
IM

A2

1:
Re

se
ar

ch
 D

ev
el

op
m

en
t s

ec
tio

n

2:
G

lo
ba

l F
ac

ili
ty

 C
en

te
r

3:
Fa

cu
lty

 o
f S

ci
en

ce

31
st

/J
an

./
20

17
4th

O
pe

n
Fa

ci
lit

y 
Sy

m
po

si
um

H
ok

ka
id

o 
U

ni
v.

１
－
１

.P
ro

to
ty

pe
 M

ac
hi

ni
ng

 S
ol

ut
io

n 
D

iv
is

io
n

～
Th

is
 is

 w
he

re
  i

nn
ov

at
io

n 
an

d 
cr

ea
tiv

ity
 b

eg
in

s～
In

 H
ok

ka
id

o 
U

ni
ve

rs
ity

…


N
ew

ly
 in

st
al

le
d 

m
ac

hi
ni

ng
 e

qu
ip

m
en

t a
nd

 th
e 

ha
nd

in
g 

do
w

n 
of

 te
ch

ni
qu

es


Pe
rs

on
s 

ha
vi

ng
 a

n 
ab

un
da

nc
e 

of
 s

ki
lle

d 
ta

le
nt

 c
ap

ab
le

 o
f f

le
xi

bl
y 

ha
nd

lin
g 

th
e 

cr
ea

tio
n 

of
 “

on
e-

of
-a

-
ki

nd
 it

em
s”

H
ow

ev
er

…


N
o 

sy
st

em
 to

 e
va

lu
at

e 
th

e 
te

ch
ni

qu
es

 it
se

lf 
or

 th
e 

so
ci

al
 s

ig
ni

fic
an

ce

０
.

Ag
en

da

1.
Pr

ot
ot

yp
e 

M
ac

hi
ni

ng
 S

ol
ut

io
n 

D
iv

is
io

n
•

St
at

us
 re

po
rt

•
Pe

rs
pe

ct
iv

e
2.

Re
us

e 
&

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
•

St
at

us
 re

po
rt

•
Pe

rs
pe

ct
iv

e

新部門の紹介：試作ソリューション部門、設備リユース部門の紹介第 2 部



33

m
at

er
ia

ls
pr

od
uc

t

co
ns

ul
tin

g 
¥0

m
ac

hi
ni

ng
 ¥

0
as

se
m

bl
in

g 
¥0

¥8
,0

00
¥8

,0
00

co
ns

ul
tin

g 
¥1

6,
00

0
m

ac
hi

ni
ng

 ¥
80

,0
00

as
se

m
bl

in
g 

¥2
4,

00
0

ad
m

in
is

tr
at

io
n 

co
st

 ¥
38

,4
00

m
at

er
ia

ls
pr

od
uc

t

¥8
,0

00
¥1

66
,4

00

¥1
28

,0
00

¥3
8,

40
0

di
st

ri
bu

tio
n

G
FC

D
ep

ar
tm

en
t

¥1
66

,4
00

Th
e 

pu
rc

ha
se

 o
f

cu
tt

in
g-

ed
ge

 M
ac

hi
ne

 A
cc

es
so

ri
es

Tr
av

el
 c

os
t f

or
 s

ki
ll 

up
gr

ad
in

g 
of

 
te

ch
ni

ca
l s

ta
ff

 a
nd

 s
o 

on

Th
e 

ut
ili

za
ti

on
 w

ay
 

of
 re

ve
nu

e

１
－
２

.P
ro

to
ty

pe
 M

ac
hi

ni
ng

 S
ol

ut
io

n 
D

iv
is

io
n

～
Pr

ic
in

g 
an

d 
ut

ili
za

tio
n 

w
ay

 o
f r

ev
en

ue
～


So

 fa
r (

on
ly

 o
n-

ca
m

pu
s)


Pr

ot
ot

yp
e 

so
lu

tio
n 

sc
he

m
e 

!

１
－
４

.P
ro

to
ty

pe
 M

ac
hi

ni
ng

 S
ol

ut
io

n 
D

iv
is

io
n

～
Pe

rs
pe

ct
iv

e～


Cr

ea
tin

g 
th

e 
op

po
rt

un
iti

es
 fo

r s
ki

ll 
up

gr
ad

in
g.


Fo

rm
in

g 
th

e 
of

f-
ca

m
pu

s 
ne

tw
or

k 
th

ro
ug

h 
Pr

ot
ot

yp
e 

M
ac

hi
ni

ng
 S

ol
ut

io
n 

sy
st

em
.  

   

H
ok

ka
id

o 
N

et
w

or
k

•
U

ni
ve

rs
it

ie
s 

in
 H

ok
ka

id
o

•
Te

ch
ni

ca
l c

ol
le

ge
 in

 H
ok

ka
id

o
•

M
an

uf
ac

tu
rin

g 
M

ak
er

•
H

ok
ka

id
o 

Re
se

ar
ch

 
O

rg
an

iz
at

io
n

Sh
is

ak
u.

co
m

•
M

an
uf

ac
tu

rin
g 

M
ak

er
•

D
es

ig
n 

Co
m

pa
ny

•
As

se
m

bl
in

g 
Co

m
pa

ny

H
ok

ka
id

o 
U

ni
ve

rs
ity

O
B/

O
G

Ex
hi

bi
tio

ns

U
nk

no
w

n 
fie

ld

H
ok

ka
id

o 
U

ni
v.

 c
ul

tiv
at

es
 p

er
so

ns
 w

ho
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 th
e 

re
in

fo
rc

em
en

t o
f o

ur
 re

se
ar

ch
 in

fr
a.

G
FC

Se
rv

ic
e

１
－
１

.P
ro

to
ty

pe
 M

ac
hi

ni
ng

 S
ol

ut
io

n 
D

iv
is

io
n

～
Th

is
 is

 w
he

re
  i

nn
ov

at
io

n 
an

d 
cr

ea
tiv

ity
 b

eg
in

s～

Fi
g.

 S
ch

em
e 

of
 P

ro
to

ty
pe

 M
ac

hi
ni

ng
 S

ol
ut

io
n 

Pr
oj

ec
t


Pr

ov
id

in
g 

th
e 

pr
ot

ot
yp

e 
m

at
er

ia
ls

 to
 o

ff
-c

am
pu

s.


Ac
ce

pt
in

g 
or

de
rs

 th
ro

ug
h 

th
e 

on
e-

st
op

 c
on

ta
ct

  “
sh

is
ak

u.
co

m
” 

co
lla

bo
ra

tin
g 

w
ith

 N
ip

po
n 

Li
gh

t M
et

al
 C

om
pa

ny
, L

td
.

G
FC

 h
av

e 
st

ar
te

d 
Pr

ot
ot

yp
e 

M
ac

hi
ni

ng
 S

ol
ut

io
n 

Pr
oj

ec
t f

ro
m

 Ju
ne

 in
 2

01
6.

１
－
３

.P
ro

to
ty

pe
 M

ac
hi

ni
ng

 S
ol

ut
io

n 
D

iv
is

io
n

～
Ex

am
pl

es
 o

f t
he

 re
qu

es
t～


5 

ca
se

s 
ha

ve
 a

lre
ad

y 
re

qu
es

te
d 

(E
x;

 S
IM

S
H

ol
de

r, 
th

in
 s

am
pl

es
 o

f f
os

si
l a

nd
 s

o 
on

.)

To
ta

l
¥9

89
,1

47
Al

lo
ca

tio
n 

fo
r D

ep
ar

tm
en

t
¥7

60
,8

82

Re
se

rv
at

io
n 

of
 th

e 
fr

on
t o

ff
ic

e
¥4

9,
45

7

Al
lo

ca
tio

n 
fo

r G
FC

 
¥1

78
,8

07

Ta
bl

e.
 C

ur
re

nt
 re

ve
nu

e 
(in

cl
ud

in
g 

on
-g

oi
ng

 w
or

k)

阿部　真育　グローバルファシリティセンター　次世代共用化プロジェクト連携室　URA



34

２
－
１

.R
eu

se
 &

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
～

Th
e 

hi
st

or
y 

of
Re

us
e 

&
 R

ec
yc

le
 in

 H
ok

ka
id

o 
U

ni
ve

rs
ity
～

・
M

os
to

fa
ll

eq
ui

pm
en

to
w

ne
d

by
H

ok
ka

id
o

U
ni

v.
is

sm
al

ld
ev

ic
es

of
5

m
ill

io
n

ye
n

or
le

ss
・

10
0-

30
0

un
its

ar
e

an
nu

al
ly

di
sp

os
ed

Re
tr

ie
va

l d
at

ab
as

e 
fo

r i
n-

ca
m

pu
s 

eq
ui

pm
en

t

Re
cy

cl
e

（
Re

us
e 

of
 re

se
ar

ch
 in

st
ru

m
en

ts
）

St
oc

k 
H

ou
se

（
Re

us
e 

of
 fu

rn
itu

re
 a

nd
 fi

xt
ur

es
）

Fu
nc

tio
ns

 o
fR

EN
U

H


Th

e 
eq

ui
pm

en
t s

ha
rin

g 
sy

st
em

 a
t H

ok
ka

id
o 

U
ni

v.
 is

 a
dv

an
ce

d


Pe
rc

en
ta

ge
 o

f d
is

po
se

d 
eq

ui
pm

en
t (

Is
su

es
 to

 b
e 

so
lv

ed
)


Pr

ev
io

us
 e

qu
ip

m
en

t r
ec

yc
le

 s
ys

te
m

 (R
EN

U
H

) Re
cy

cl
e

&
 

Re
us

e

10
~1

00
m

ill
io

n
ye

n
5~

10
m

ill
io

n
ye

n

1~
5

m
ill

io
n

ye
n

le
ss

th
an

1
m

ill
io

n
ye

n

０
.

Ag
en

da

1.
Pr

ot
ot

yp
e 

M
ac

hi
ni

ng
 S

ol
ut

io
n 

D
iv

is
io

n
•

St
at

us
 re

po
rt

•
Fu

tu
re

 d
ev

el
op

m
en

t
2.

Re
us

e 
&

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
•

St
at

us
 re

po
rt

•
Fu

tu
re

 d
ev

el
op

m
en

t

Se
ts

ub
i-I

ch
ib

a
Sy

st
em

 [E
qu

ip
m

en
t M

ar
ke

t S
ys

te
m

]
Id

on
’t

us
e

th
es

e
eq

ui
pm

en
ta

ny
m

or
e.

Iw
an

tt
o

se
ll

it
!!

1.
S

al
e

re
qu

es
t

2.
S

al
e 

A
pp

ro
va

l
(D

iv
is

io
n 

of
fic

e)

Im
us

tb
uy

eq
ui

pm
en

t!
!

B
ut

,I
do

n’
th

av
e

so
m

uc
h

m
on

ey
!!

3.
S

al
e

po
st

in
g

4.
B

ro
w

se

5.
N

eg
ot

ia
tio

n
su

cc
es

s
/f

ai
lu

re

6.
B

uy
/T

ra
ns

fe
rR

eq
ue

st

7.
B

uy
 / 

Tr
an

sf
er

 A
pp

ro
va

l
(D

iv
is

io
n 

of
fic

e)

8.
B

uy
/T

ra
ns

fe
r

２
－
２

.R
eu

se
 &

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
～

Sy
st

em
 fl

ow
 c

ha
rt
～

Se
ts

ub
i-I

ch
ib

a
Sy

st
em

[E
qu

ip
m

en
t M

ar
ke

t S
ys

te
m

]

20
12

20
13

20
14

re
gi

st
ra

tio
n

5
11

25

es
ta

bl
is

he
d

5
4

3
!?

・
le

ss
 in

ce
nt

iv
e 

to
 s

el
le

r
Th

e 
on

ly
 b

en
ef

it 
th

at
 s

pa
ce

 is
 a

va
ila

bl
e

・
m

an
y 

pr
oc

ed
ur

es
 to

 e
st

ab
lis

h 
It 

is
 e

as
ie

r t
o 

di
sp

os
e 

of
 it

, i
t i

s 
al

so
po

ss
ib

le
 to

 
ex

pe
ct

 d
ue

 d
at

e

２
－
１

.R
eu

se
 &

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
～

Th
e 

hi
st

or
y 

of
Re

us
e 

&
 R

ec
yc

le
 in

 H
ok

ka
id

o 
U

ni
ve

rs
ity
～


Th

e 
nu

m
be

r o
f u

se
rs

 w
as

 v
er

y 
sm

al
l


G

re
at

 is
su

es
 to

 b
e 

re
so

lv
ed


G

FC
 d

ev
el

op
ed

 a
nd

 s
ta

rt
ed

 S
et

su
bi

-Ic
hi

ba
Sy

st
em

 o
n 

28
th

D
ec

. i
n 

20
16

.


So
lu

tio
ns

 o
f g

re
at

 is
su

es
・

Pr
ic

in
g

is
 s

et
 fo

r r
eu

se
 e

qu
ip

m
en

t
・

Se
lle

r a
cq

ui
re

s 
re

ve
nu

e 
by

 re
cy

cl
e

・
Cr

ea
te

 "
m

ai
l-o

rd
er

 s
ite

" 
w

ith
 e

as
y-

to
-

un
de

rs
ta

nd
 in

te
rf

ac
e

RE
N

U
H

新部門の紹介：試作ソリューション部門、設備リユース部門の紹介第 2 部



35

２
－
４

.R
eu

se
 &

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
～

Fi
na

nc
ia

l r
es

ou
rc

e 
w

hi
ch

 y
ou

 c
an

 s
el

ec
t t

o 
pa

y 
 a

nd
 P

ric
in

g 
～


Fi

na
nc

ia
l r

es
ou

rc
es

 w
hi

ch
 y

ou
 c

an
 s

el
ec

t t
o 

pa
y 

ar
e 

fo
llo

w
in

g.
・

G
en

er
al

 re
ve

nu
e 

re
so

ur
ce

s
・

Ex
te

rn
al

 fu
nd

s(
Re

se
ar

ch
 fu

nd
s 

an
d 

so
 o

n)


Pr

ic
in

g 
is

 d
ef

in
ed

 a
s 

th
e 

ch
ar

ge
 fo

r s
er

vi
ce

 to
 m

ov
e 

eq
ui

pm
en

t
Pr

ic
e 

= 
Ch

ar
ge

 fo
r s

er
vi

ce
 to

 re
gi

st
er

 o
n 

Se
ts

ub
i-I

ch
ib

a
sy

st
em

 +
 A

dm
in

is
tr

at
io

n 
fe

e 
   

   
   

(A
): 

Ac
qu

is
iti

on
 p

ric
e 

of
 g

oo
ds

   
10

%
(B

): 
(A

)  
 

30
%

(A
) A

llo
ca

ti
on

 fo
r t

he
 p

er
so

ns
 to

 re
gi

st
er

 o
n 

th
e 

sy
st

em
(B

) A
llo

ca
ti

on
 fo

r G
FC ×

×

※

※
：

Yo
u 

sh
ou

ld
 c

he
ck

 a
bo

ut
 w

he
th

er
 th

er
e 

ar
e 

th
e 

re
st

ri
ct

io
ns

 b
y 

th
e 

ru
le

 o
f e

ac
h 

re
se

ar
ch

 fu
nd

 o
r n

ot
.

Yo
u 

ca
n 

ge
t t

hi
s 

ch
ar

ge
!!

Th
an

k 
yo

u 
ve

ry
 m

uc
h 

fo
r y

ou
r a

tt
en

tio
n.

သ
င်ရ့ဲ
အ့
ာ�ံု
စးူ
စိကု

မ်�က
ိအု
ဘ
ိုအ့
လ
နွေ်
က
ျးဇူ
းတ

ငပ်
ါတ
ယ
။်

２
－
３

.R
eu

se
 &

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
～

Im
po

rt
an

t r
em

in
de

r t
o 

us
e 

Se
ts

ub
i-I

ch
ib

a
Sy

st
em

～

Ac
qu

is
iti

on
 p

ric
e

Se
ts

ub
i-I

ch
ib

a
St

oc
k 

H
ou

se

N
on

-f
re

e
m

ar
ke

tin
g

Fr
ee

m
ar

ke
tin

g
Fr

ee
m

ar
ke

tin
g

Re
se

ar
ch

 in
st

ru
m

en
ts

¥1
00

,0
00
～

〇
〇

×

O
ff

ic
e 

Au
to

m
at

io
n(

O
A)

 e
qu

ip
m

en
t

el
ec

tr
on

ic
 g

oo
ds

 a
nd

 s
o 

on
.

¥1
00

,0
00
～

〇
〇

×

Fu
rn

itu
re

 a
nd

 fi
xt

ur
es

U
nc

on
ce

rn
ed

×
×

〇


Fa

cu
lt

ie
s 

an
d 

ad
m

in
is

tr
at

iv
e 

st
af

fs
 c

an
 re

gi
st

er
 s

om
et

hi
ng

 o
n 

Se
ts

ub
i-I

ch
ib

a
sy

st
em

.


Th
e 

go
od

s 
yo

u 
ca

n 
re

gi
st

er
 o

n 
Se

ts
ub

i-I
ch

ib
a

sy
st

em
・

Th
e 

go
od

s 
of

 fi
xe

d 
pr

op
er

ty
 o

r s
m

al
l i

n 
va

lu
e 

eq
ui

pm
en

t (
Ac

qu
is

iti
on

 p
ric

e 
is

 ¥
10

0,
00

0 
an

d 
ov

er
)

・
Th

e 
go

od
s 

w
hi

ch
 ru

n 
be

yo
nd

 th
e 

te
rm

 o
f o

pe
ra

ti
ng

 li
fe

・
Th

e 
go

od
s 

w
hi

ch
 th

er
e 

is
 n

o
re

st
ri

ct
io

ns
by

 th
e 

ru
le

 o
f e

ac
h 

re
se

ar
ch

 fu
nd


In

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
ca

se
s,

 y
ou

 c
an

 c
ho

os
e 

on
ly

 fr
ee

 m
ar

ke
ti

ng
.

・
Fu

rn
itu

re
 a

nd
 fi

xt
ur

es
 (O

n 
St

oc
k 

H
ou

se
 s

ys
te

m
 w

ith
in

 S
et

su
bi

-Ic
hi

ba
Sy

st
em

)
・

Th
e 

go
od

s 
w

hi
ch

 is
 v

ol
un

ta
ry

 c
on

ve
ya

nc
e

・
Th

e 
go

od
s 

w
hi

ch
 y

ou
 g

ot
 th

ro
ug

h 
Se

ts
ub

i-I
ch

ib
a

sy
st

em

２
－
５

.R
eu

se
 &

 R
ec

yc
le

 D
iv

is
io

n
～

Cu
rr

en
t n

um
be

r o
f r

eg
is

tr
at

io
ns

 a
nd

 P
ro

sp
ec

tiv
e～


Cu

rr
en

t n
um

be
r o

f r
eg

is
tr

at
io

ns
 (S

ta
rt

in
g 

da
te

: 2
8th

D
ec

. i
n 

20
16

)


Pr

os
pe

ct
iv

e 
is

 fo
llo

w
in

g.
・

Co
nt

in
ua

l i
m

pr
ov

em
en

t i
n 

co
nv

en
ie

nc
e 

of
 th

e 
sy

st
em

・
O

ne
-t

o-
on

e 
pr

es
en

ta
tio

n 
fo

r f
ac

ul
ty

 s
ta

ff
 w

ill
 b

e 
st

ar
te

d 
fr

om
 e

ar
ly

 n
ex

t f
is

ca
l y

ea
r

・
Su

st
ai

ne
d 

ris
e 

of
 to

ta
l n

um
be

r o
f r

eg
is

te
r (

Fi
rs

t s
te

p 
is

 2
0 

un
ti

l M
ar

. i
n 

20
17

) 
・

D
ev

el
op

m
en

t o
f t

he
 s

ys
te

m
 fo

r o
ff

-c
am

pu
s

Se
ts

ub
i-i

ch
ib

a
4 

ca
se

s 
(in

cl
ud

in
g 

pe
nd

in
g)

St
oc

k 
H

ou
se

 
42

 c
as

es

Ta
bl

e.
 C

ur
re

nt
 n

um
be

r o
f r

eg
is

tr
at

io
ns

 in
 S

et
su

bi
-I

ch
ib

a
sy

st
em

 

※

※
：

Th
is

 s
ys

te
m

 is
 o

nl
y 

fo
r “

in
-c

am
pu

s”
 u

nt
il 

M
ar

. i
n 

20
19

.

0
4

20
02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

12
1

3
3

3

20
16

20
17

20
17

20
18

20
19

TotalNumber of register

m
on

th
ye

ar

W
e 

w
ill

 s
te

p 
up

 o
ur

 e
ff

or
ts

 to
 

re
in

fo
rc

e 
ou

r r
es

ea
rc

h 
in

fr
a 

fr
om

 
ev

er
y 

po
in

t o
f v

ie
w

.

阿部　真育　グローバルファシリティセンター　次世代共用化プロジェクト連携室　URA



36

5. 2.　講演資料

1 3
2

新部門の紹介：国際連携推進部門の紹介と論文調査データーベースについて第 2 部
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柳谷　龍一　グローバルファシリティセンター事業推進室　特任准教授
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6. パネルディスカッション
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パネルディスカッション第 2 部

　　「イノベーション創出に資する研究基盤共用のあり方
　　　　　　　　　～共用のニーズ変遷と目指すべきゴール～」

　　【パネリスト】
　　　文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課	 前課長　渡　辺　その子　氏
　　　文部科学省　研究振興局　学術機関課　研究設備係	 係長　中　島　大　輔　氏
　　　北海道大学　触媒科学研究所	 　教授　大　谷　文　章　氏
　　　北海道大学　理学研究院	 教授　佐　田　和　己　氏
　　　北海道大学　薬学研究院	 教授　前　仲　勝　実　氏
　　　北海道大学　グローバルファシリティセンター	 センター長　網　塚　　　浩　氏

　　【進行】
　　　北海道大学　グローバルファシリティセンター　副センター長　
　　　同　URA ステーション　ステーション長補佐・主任 URA	 江　端　新　吾　氏

　パネルディスカッション概要

【グローバルファシリティセンター・北海道大学の研究基盤戦略について】
・北海道大学は、学長、並びに執行部のイニシアティブがきちんと機能しており、非常にクオリティの

高い取組が進められている。
・北海道大学のファシリティの大きな特徴は、共用を通じて、一気通貫した研究力向上のための取組を

行っていることであり、その取組をオープンファシリティやグローバルファシリティセンターが下支
えしているという印象を持った。

・一番印象に残ったことは、北海道大学がある１つの方向性を持って計画を進めていて、その実現のた
めに各省庁からプロジェクトを受けるというように、省庁等から見られているということである。「建
前」としての本来のプロジェクトの目的に対する成果も出しつつ、「本音」としての大学として進め
るべきことに対する成果も出すということを両立することが大事であると感じる。

・オープンファシリティシステムには、非常に多岐にわたる装置が用意されている。システムがなけれ
ばどこにどの装置があるかも分からず研究も進まないといった状況であったが、GFC の取組により、
学生が指導教員の知らない機器の利活用もできるようにまでなっている。

・北海道大学は旧帝大クラスの規模にもかかわらず、比較的まとまりがあって共用化が進んでいる。規
模の大きな大学として先頭を走りつつ、課題を抽出し、解決策を模索することが北海道大学には求め
られていると感じる。課題の１つは任期付きの教員や技術職員のキャリアパスの問題であり、この問
題の解決策に関して GFC と模索していきたいと思っている。

・ GFC の活動を通じて、センター外の職員との連携も生まれた。大学の中では、横の連携を非常に強く  
持っていることが重要であり、その連携強化に先端研究基盤共用促進事業が大いに役立っている。

【共用事業における課題について】
・先端研究基盤共用促進事業開始後の文部科学省主催のシンポジウムにて、事業期間が 3 年あるいは 5

6. 　パネルディスカッション
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イノベーション創出に資する研究基盤共用のあり方～共用のニーズ変遷と目指すべきゴール～

年の事業における雇用の問題に焦点が当てられた。北海道大学のオープンファシリティシステムとい
う仕組みの中で、何が解決に寄与するかとポジティブに模索することが重要である。

・北海道大学の良いところとしては、トップダウン方式が機能しているところであり、執行部の意思の
もと、教員、技術職員、URA、事務職員が一丸となって取り組んでいる。その取組姿勢に、キャリア
パスの課題を解決するヒントがあるように感じる。各職員の大学内での位置づけをする際のサポート
として設備サポートセンター整備事業を今後設計していくべきであると感じる。

【組織的・人的なトップマネジメントについて】
・1 事業だけしか予算が取れなかった場合、その事業に対して貢献している担当者の方に多くの負担が

掛かる。別の事業費を色々と獲得することで担当者 1 人当たりの負担が減り、技術向上の余裕が生ま
れる可能性が考えられる。その際に部局内で教員が協力して、予算の共用化が行われることが望まし
く、そのような試みが部局の将来発展につながると感じる。

・担当者の負担を減らすことは重要であり、部局の教員は共用のような全学的な取り組みに積極的に参
画すべきと感じる。理想としてはすべての機器にエキスパートが付くか、あるいは機器に関するノウ
ハウを伝承できる環境を作ることが重要である。

・複数の資金を使って１つの方向性に向かうのは、実現可能性は高いが、課題も存在する。個々の事業
は異なる評価軸をもっており、事業を進めるうえでその全てに応えなければならない。また、個々の
事業には人が付いており、それぞれの事業内の最適化と事業間の最適化を行うこととなり、結果とし
て全体の最適化のパフォーマンスが落ちることとなる。それらの矛盾を吸収する柔軟性を大学、ある
いは国が持つ必要があると考えられる。実現可能性は低いがそのようなことを意識することが重要で
ある。

・部局が何でも問題を抱えて取り組むのではなく、大学の執行部が示したビジョンに対して、本当の意
味で共有をする、あるいは変更をかけるなどの協力連携体制を構築すべき時期になっていると感じる。
連携を取るための組織体制は北海道大学内にできている部分もあるが、実質的に十分に機能している
とは言えず、各部局の教職員とプロジェクトを進める執行部との間の十分な情報共有が重要といえる。

【組織の最適化について】
・それぞれの研究者が研究に対して真摯であればあるほど、全体最適化は困難である。そのため、全体

最適化はトップマネジメントの中で実現していくものであり、文部科学省との政策的議論の中で、ど
のくらい政策に組み込んでいくべきかに関連する。大学の中で全体最適化を実行するための知略を組
み、それを文部科学省に対して提案することで、実のある政策対話ができると感じる。

・人材育成の話においても、キャリアパスや処遇の問題を解決するために事務職員の協力が必要であり、
研究内容と政策をリンクさせるためには事務職員だけでなく URA などが関わる必要がある。そのよ
うな人材や支援体制をどのように設備サポートセンター整備事業のような事業費で支援すべきかにつ
いて、国が大学を邪魔しない程度に、大学と国とで意見交換を重ねるべきであると感じる。

【技術人材育成について】
・大学の財政状況が厳しい中での人材育成において、学生やポスドク等を設備共用や維持管理マネジメ

ントに関わらせることが大学として望ましい姿であるかについては、一概にそうとは言えない。学生
の最も大きな目的は学位を取ることであり、学振を取っている学生の場合は、学振とのタスクの問題
も存在するため、TA 等としての関与する方法が最も無難と感じる。
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・機器の管理に学生がコミットすることに関しては、全国のユーザーとのコミュニケーションの場が創
出されたり、将来の共同研究相手とのネットワークが出来たりするため、必ずしも悪いことではない
と感じる。また最近の博士課程の学生には留学生が多く存在し、日本製の機器に慣れ親しんだのちに
母国に帰り、母国においても日本製を使ってもらうようなスキームが創成される可能性も感じる。

・ 部局の共用システムを回すために RA だけでは賄えず修士学生を TA として雇っている。しかしなが
ら、短期支援員という形でしか雇用できず、3 か月以上雇用できないというルールが存在し非常に困っ
ている。学生に対する教育の意味で、学業に影響のない形で機器共用に参画させた際に、うまくマネー
サポートできる制度設計が必要である。

・ 国立研究開発法人では、学生という存在がないため、管理部分をアウトソーシングしている。そのため、
その施設の設備をより良い状況に持っていき、ソリューションまで提供できるようなハイパーテクニ
シャンが育つ環境が失われている。施設の持続性という意味合いでは、そのようなハイパーテクニシャ
ンが育つようなキャリアパスを確保することが重要であると感じる。

【研究基盤共用政策について】
・３年や５年の事業予算を獲得した場合に、その事業で雇用した 3 年あるいは 5 年後のセイフティーネッ

トが基本的にない。事業が終わった後でも優秀な技術支援人材に対してサポートする事業をつくり、
パーマネント職にまで繋がるような仕組みがあれば、技術職員にとっての目標が出来、技術職員にな
りたい人も増えるように感じる。

・施設ごとの特性を、現在把握しているレベルよりもきめ細かにとらえ、文部科学省として技術人材の
プールを設けて、大学個別の人材に対するバッファーとするという考え方は、政策のアイデアの 1 つ
になると感じる。その前段として、文部科学省事業のサポートを受けている大学への調査を行うこと
も重要と感じる。

・補助金が切れた後の問題は、維持費や運営費や処分費といったように、人材だけではなく建物や設備
にも同様に生じる問題であり、財務マネジメントをどのように行っていくかに帰着する。大学が実施
可能な財務マネジメントの方針決定に関して、文部科学省と大学が意見交換を活発に行っていくべき
であると感じる。

・国立大学であるがゆえに、税金の使い道への説明責任が存在するが、「長い意味で人材を育てる」と
いうことへの事業費の活用に対して、認められるような環境の創成が重要であると感じる。

・共用事業に学生や技術職員が参画することによるメリットの創成が必要である。例えば、学生が共用
事業に参加することで研究が大いに進むとか、技術職員の場合は国が認める認証制度や報奨制度を設
けるなどの取組が重要であると感じる。

【GFC に対する期待】
・文部科学省に対する政策提案や至らない点の指摘などを積極的に実施してほしい。
・GFC による研究力強化に関する取り組みが、全国の大学に波及していく 1 つのモデル事例となるよう

に引き続き努力してほしい。
・GFC が他大学から「北大方式」と呼ばれるようなシステムを構築していってほしい。
・論文と関連する分析機器の有無の把握ができ、技術相談やフォローも可能なセンターとして躍進して

ほしい。
・事業に関連して生じている現場の問題点を国に伝えるための媒介として発展していってほしい。
・大学内の横の連携を強固にし、短期、中期、長期にわたる課題解決を、大学の執行部と共に実行して
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いきたい。

　パネルディスカッション詳細

【グローバルファシリティセンター・北海道大学の研究基盤戦略について】
○渡辺氏

　北海道大学の場合は、文科省が事業を始める前から取り組まれていたということもありますが、非
常にクオリティ高く進めていただいていて、大変頼もしい存在です。先行して進められているのには、
学長以下、執行部の皆様のイニシアティブが大きいと感じています。大規模な大学ですので、大学が
抱える問題に対して、政策支援をどうしていったらいいのかという議論を、今後さらに文科省と進め
ていけるといいと思っています。

○中島氏

　当課としましては、簡単に言いますと、国立大学の運営費交付金を通じまして、研究面の立場から
各大学のいろいろな取り組み等を支援させていただいている課です。
　その中で、先ほど江端さんの方からお話がありましたとおり、設備サポートセンター事業というも
のを通じまして、大学全体の共用ですとか、人材育成ですとか、そういったものをサポートセンター
という形で支援させていただいているところでして、今日もいろいろお話を聞かせていただいて、北
大のファシリティの大きな特徴は、もちろん共用というものは一つのツールといいますか仕組みでは
ありますが、そういったものを通じて、全体としては、北大の研究を向上させるための取り組みに向
かってブレない取り組みを続けられているということが、ファシリティの成功の一つなのかなと思い
まして、今回、新共用で始まりました四つのユニットも、いずれも北大の強みのある研究分野ですので、
それをオープンファシリティですとか、グローバルファシリティセンターが支えるような形で、うま
く大学全体の強化につながっているのだなというような印象を持っているところです。

○大谷氏

　私はここまでお話を聞いて、やはり一番印象に残ったのは、渡辺元課長がおっしゃった、北大とい
うのはある一つの方向性を持ってやろうとしていて、それを実現するために文部科学省を初めとする
省庁等からのプロジェクトを受けるという形であるというふうに見ていただいているということで
す。私が今までの大学にいた経験の中で、官僚の方からそういう意味の発言をお聞きしたのは初めて
で非常に印象に残っております。
　これはとても大事なポイントでして、いろいろな大学、あるいは大学の中の組織、あるいはもっと
小さな組織でも、いろいろなプロジェクトなり何らかの応募をすることがあったときに、１００％、
そこが謳っている方向に向かうとは限らないわけですし、非常に悪い言葉で言えば、利用していると
いうことにもなりがちですが、そういう面をある程度御理解いただいた上で、施策として進めていた
だいている、そういうこともあるのだという、非常に意外な印象でした。
　逆に言いますと、我々はいろいろなシステムをプロジェクトのような形で進めていくときに、きち
んとそういう御理解いただいているのに応えてやっていかないといけない。つまり、「建前」として
の本来のそのプロジェクトの目的に対する成果もきちんと出さないといけないし、同時に、「本音」
としての元々やりたかったこともきちんと出していかないといけないわけで、それらが両立するよう
に考えるというのが非常に大事ではないかなという印象を受けました。

○佐田氏

　今回、ユーザーという形で、今日呼んでいただいたということです。
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　私自身は、材料科学という形の分野の有機材料の分野で研究しておりまして、このファシリティと
いうのは、非常に多岐にわたっていろいろな装置が用意されている。それが研究に非常に役に立つ。
それから、こういう何か一つ測定をしてみようと思ったときに、きちっと検索をかけることができて、
この装置があるやん、ではうちで買わなくていいやんというようなロジックで、学生とそういう対話
をしながら研究を進めているという中で、非常に機能的にこのオープンファシリティを利用させてい
ただいているという、ユーザーとしては非常にありがたい仕組みをつくっていただいて、まずそうい
うときに困るのは、どこにどんな機械があるのか。機械があったら測定できて研究も進む、開発が進
む、だけどどこにあるのか、まずそれがわからないのですよね。
　それが今回、ずっとやっていただいていることで、私自身が知らなかった機械を学生が勝手に使う
というようなところまで、今現在行っていまして、それは非常に効果的に機能していると。
　その次としては、やっぱりこれまでどんな機械がほしいのかというニーズをうまく集約していただ
くというようなこと、それと同時に、順位づけは難しいかもしれませんけれども、中央で買っていた
だくと、我々の研究費がもっと別のところに使えるというようなことも含めて、今後に期待したいと
思っています。

○前仲氏

　私の立場としては、北大の四つのユニットのうちの一つの拠点長をしているのですけれども、北大
は、要は旧帝大クラスの大きさにもかかわらず、わりあいまとまっていろいろな共用化が進むという
意味で、そういう意味では、私はなぜだかよくわからないのですけれども、北大のよさなのかなとい
うふうに思います。
　そういう意味では、大きい規模で先頭を走っている、その中の拠点として、できるだけ課題をどん
どん出していくと。難しいとかやりづらいとかという点をどんどん上げていって、それを解決する方
法を模索していきたいなというふうに思っています。
　私としては、こういう共用機器を管理運営していく人材のキャリアパスが一番問題かなと思ってい
ます。ですので、そのキャリアパスをどうやって作っていくか。特に技術職員の方の任期の後の処遇
という部分もあるのですが、もっときついのは教員のほうで、特任教員がこの事業に関わって、どう
いうスキルアップをして、研究と両立させながらキャリアアップをするというところを、何とかいろ
いろな模索をしながらしていきたいなと思っています。

○網塚氏

　まず、去年、やはりこの時期にシンポジウムを開催して、皆さんにお越しいただきまして、そこで
これからこういうふうにしていきますと言ったことが、一応１年間の間にそれなりに、いろいろなこ
とはあったのですが、みんなで協力してクリアすることができ、設備市場、試作ソリューションが動
き始めて、国際連携も増やすことができたことにまずほっとしています。
　それからもう一つは、大谷先生が去年、このシンポジウムで宿題として出しされた論文と装置を結
びつけるデータベース、これはセンターの職員だけではなくて、元ＳＥの技術職員の方に手伝っても
らってできたこと、またそのような活動の中でまた新しい人の連携も生まれてよかったなと思います。
　ただ、まだまだクリアしなければならないことがありますが、大学の中で、やはり横の連携を非常
に強く持っていくことが必要でありまして、そういった意味で、今回の新しい共用システムに４拠点
採択していただいたことは、北大でつくってきたプラットフォームの各拠点の方々の意識改革を大き
く進めることにつながり、非常によかったと思います。
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【共用事業における課題について】
○渡辺氏

　昨年の９月に新共用事業のシンポジウムを開催しました。新共用事業が開始後、全ての採択大学、
それから、これから応募されようとしている大学、全部で５００人近く御参加いただいたシンポジウ
ムで、共用に関する問題点を抽出することを試みました。シンポジウムには、川端副学長にもコメン
テーターとして御参加いただきまして、大学が何を考えているのか、大学との間で事業をどうしてい
くことが望ましいのか、といったことを共有させていただきました。その際、文科省が実施している
他のファンディングシステムも含め、事業期間が、３年、５年で終わりとなる中、人をどういうふう
に雇っていくかという課題が、クローズアップされました。私も理化学研究所という研究機関に研究
推進部長として行っていたことがあるので、現場で人件費をどういうふうに人に貼りつけるか、例え
ば、足りなくなってくると１カ月ごとに貼りつけるぐらいのことが必要になってくることもありまし
たので、人材の問題はとりわけ大きな問題として認識しています。事務サポートとかノウハウとかで
カバーする部分もありますが、大学の中で、雇用に関しては、もう持ちきれなくなっていると思いま
す。高度な機器、複雑な機器、研究が高度化すればするほどいろいろなものを扱わなければならない
のですが、それぞれに長けた人がやはり必要です。でも全てがまかなえない中で、本当に必要な人を
どういうふうに確保していくか、特に技術スタッフの方たちをどういうふうに確保するのか、それか
ら、そういう方たちと一体になって活躍していらっしゃる任期つきの方たちの負担をどういうふうに
減らしていけるのかということが非常に大きな課題であると認識しています。一つのごくわずかな支
援事業で何とかなることではないのですが、新共用事業をきっかけとして、問題を解決できる糸口を
探っていくことができればと思います。一言で解決できることではないのですけれども、例えばこう
いう北大のオープンファシリティシステムという仕組みの中で、何が解決に寄与するのかというポジ
ティブなほうを見ていくことも大事だと思っています。

○中島氏

　私の課は、運営費交付金、つまりは基盤的経費ですので、大学がやりたい取り組みをいかに応援す
るかというところが根幹にございます。
　そういった中で、午前中の四つのユニットのテーマ発表でも、やっぱり共通して出てくるのは、人
材育成、設備をどうやって利用、維持していくのか、管理していくのかというところが上がっていた
と思うのですけれども、実際にどういうふうにやっていくかというのは、結構、大学の中ですごく大
きな問題で、なかなか解決できないというのは当然承知しているところなのですけれども、その中で、
北海道大学さんが、一つ切り口といいますか、突破口としてあり得るというのは、例えば北海道大学
さんの良い点としましては、やっぱりトップダウン方式で、執行部の意思のもと、教員の先生方、そ
れから技術職員の方々、また、ＵＲＡの方々、そして事務職員の方々が一丸となって進んでいるとこ
ろが一つの成功事例なのかなと思っていまして、そういったモデルを使いながら、キャリアパスとか、
どういうふうにＵＲＡや技術職員が一丸となって設備を共用のほうに向かっていけるのかというとこ
ろをやっていくのが、今後の次のステップかなというふうに、いろいろお聞きして感じたところです。
　といいますのも、２年前ぐらいに設備市場の提案を、当時、江端さんと、そのときの主計課長さん、
事務職員の方なのですけれども、一緒に提案していただいたときも、こんなことできるのかなと、正
直、私も最初は思ったのですけれども、そんな中で、事務職員だけではできないことを、うまくＵＲ
Ａの方がサポートしていただいて、それを先生方、担当理事の方に上げていただくというような、ちゃ
んとした組織構造が北大さんにできていたからこそ、昨年の１２月に、設備市場が学内で早々にスター
トできたというのが、新聞で私も目にして、すごいなというふうに思ったところです。
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　そういった意味では、やっぱり何だかんだ言っても大学は組織でありますので、大学に合った組織
をどういうふうにうまく使って、教員の先生、ＵＲＡ技術職員、事務職員のそれぞれの役割といいま
すか、そういったものをどういうふうにその大学に合った形で位置づけられるかというところに対し
て、我々もなるべくそういったサポートをできるように、今後のサポートセンター事業等々で考えて
いきたいなというふうには思っているところです。

【組織的・人的なトップマネジメントについて】
○前仲氏

　私どもの拠点に関してのことになりますけれども、幸い、例えば共用事業の１事業だけしかうちが
持っていないと、恐らく、例えば１人の教員と１人の技術職員のパートタイムの方の２名分の人件費
しかないというか、あるというのか、ちょっと難しいところなのですが、そうすると、その２人にも
のすごく負担がいくわけです。でも、もう少しいろいろなところから予算をいろいろな形でとってき
て、みんなで集まれば負担も軽くなるというか、結局、それで１人の人がカバーできる機器の数をふ
やす。それで、キャリアパス的にはいろいろな経験を持つというのが一つのあれかなと思います。
　あとは、教員の側の、いわゆる特任教員の先生にはその幅を広げていただきながら、いわゆる高度化、
その機械を使ってどういうふうないろいろなアプリケーションをふやす、チャレンジングなことをし
ていくということが一つと、私の拠点ではありませんけれども、ほかの拠点は機器開発そのものをさ
れている先生方が多いので、そういうところで取り組む時間をちゃんと確保するということで、研究
者としてのキャリアを広げられるようにと。やはり予算が複数、柔軟にないと、運営としてはかなり
厳しい。逆に言うと、それが複数あると、複数あるというのは、本来は部局全員の教員の先生方が集
まって、ちょっとずつサポートし合いながら何かするということができればいいのですけれども、う
ちは幸いみんながわりあい仲がよくて、薬学のほうは部局のポイントで２人分の、今、かなりポイン
トは北大は厳しいのですけれども、部局で何とかそれは、部局が将来発展するために必要だというこ
とで、それを出しているという努力をしています。そういうことが重なって、やっぱり負担をみんな
でシェアして軽くして、プラス、経験値をふやす。
　あとは、ユーザーさんがそれなりに成長していただくと、そのユーザーさんも使えるということで
す。ちょっと忙しいから、その人に、助けてみたいな、そういうみんなで助け合いながらやっていく
と、うまく回る可能性があるかなというふうに思っています。

○佐田氏

　今のお話は、まさにうちの研究室で１人、今度、学位をとる学生ですけれども、引き抜かれるとい
うわけではないですけれども、何か講師をさせられて、勉強になったと言っていました。
　そういう意味では、そういう形でユーザーを育成していくというのは、現実に今のところでシステ
ムで動いているようですので、非常にありがたいなというのが一つ。
　それから、先ほどの負担を減らすという意味で考えると、部局でもやはり教員はたくさんいるわけ
ですよね。彼らがこういうのに参画しないというのも、全学的にこういう仕組みが動くようになれば、
やっぱりどんどん積極的に参画していくということも何となく視野に入れてもいいのかなと。
　私自身は非常に恩恵を被っているので、と言いながら、自分のスタッフを出せと言われたら、それ
も困るなというのが実はあるのですけれども、やはり全体で面倒を見るということ。それから、先ほ
どお話ありましたけれども、技術スタッフを中心に、ＵＲＡや特任助教ということで、理想像として
は、全ての機械に全てエキスパートがつく、ないしはそれを常に伝承できる環境をつくるということ
が、これにとって一番重要なことだと思うのですよね。その中では、やはりパーマネントに近い人が
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より積極的にというのは、あまり言うと逆に部局から怒られますけれども、そのような方策も探って
みてもいいのではないのかなというのはちょっと印象としては思いました。

○大谷氏

　どこの大学でも同じですし、別にこの共用事業に限らず、ひょっとしたら個々の研究者が提案する
研究などもそうかもしれないのですが、複数の資源、資金を使って一つのことを目指す。たとえば北
大の中での共用事業では、先ほど出ましたように、オーバーラップして助成なり補助を受けてやって
いる。
　それはそれで回っていますが、やっぱり課題として残る可能性が高く、将来的に何らかの形で解決
しなければならないのは、それぞれの事業なりそれぞれのプロジェクトは異なる評価軸があって、そ
れに全部応えないといけないということです。大学全体でのプロジェクトであってもそれを構成する
部局が複数あり、それぞれの組織の中でもより小さい単位のユニットと呼べるようなものがあり、今
お話が出てきましたように、そのそれぞれの小さなユニットに人がいるわけです。そうすると、その
人たちの評価というのは、さまざまな単位、階層でそれぞれ別の形で出てくるわけで、そうすると、
異なる評価基準に対してそれぞれが最適化せざるを得ない状況になってしまいます。個々の最適化が
進めば進むほど、全体の最適化が落ちるという、よく言われていることが生じてしまうという問題点
があるわけです。
　今、私が学生だった４０年ぐらい前とは状況が随分違ってきていて、あらゆることに対してアカウ
ンタビリティというものが求められていますし、また、それぞれの人についてのいわゆる「働きがい」
のようなことも非常に強く言われる時代になっているので、それぞれに対して細かい評価をし過ぎる
と、トータルとしての評価というか、実際の実績として落ちてしまうという、矛盾が生じることが避
けられないと思います。それをクリアするために全体の最適化を目指すことを誰ができるのかといえ
ば、例えば北大だったら、大学そのものがそれを吸収できるような構造をつくらざるを得ないですし、
それ以外に解決策はないと思われます。もっと言えば、文部科学省とか政府とかが、細かい点の評価
の積み重ねではなくて、全体の評価を中心に考えるという柔軟な考えを受け入れていただくのが理想
的ですが、それは制度上はかなり難しいと言わざるを得ません。しかし、誰かあるいはどこかのパー
トが、各ユニットや部局に求められる評価の軸の違いを吸収して全体の評価を可能するような組織体
制をつくるというのがかなり大事なポイントです。これの実現可能性は高いとは言えませんが、そう
いうところ常に意識する、つまり、それぞれが自分たちの置かれた立場なり組織の最適化を図ろうと
すると、全体として違った方向に進む可能性があるということは、考えたほうがいいというふうに思っ
ております。

○網塚氏

　難しいのですけれども、やっぱり基本的には部局が、独自に何でも抱えてやるのではなくて、部局
を超えた形で物事が進めばいいのかなと思います。それで、大学の執行部が示したビジョンを本当の
意味で共有して、あるいはそれに変更をかけて、協力をしていけるような、そういう連携体制ができ
ないと、それぞれの部局で抱えている問題をクリアするのは難しい時期になってきているのではない
かなと思います。研究だけではなくて教育も含めてですが。
　特に象徴されるのが、技術職員の方々の体制をどのように構築して人材育成をしていくのかと。各
部局に多くの技術職員の方がいて、研究室単位でも技術の方を雇用できるような時代は終わっている
ので、学内全体で技術職員の方々をうまくローテーションを組んで、研修の機会をつくるなど、キャ
リアアップしていく体制を構築していくのは大きな課題だと思います。
　北大ではそのような組織が、一応形の上ではできているのですけれども、実質的には十分機能して
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いるとは言いがたく、第３期の中期目標に掲げておりますけれども、ぜひ進めていく必要があるので
はないかなと思います。そうしないと立ち行かない時期に来ているのではないかなと思います。
　試作ソリューションというのは、まさにそういう技術職員の方々の部局を超えた連携の起爆剤にし
ようかなと思って始めたところもあるのですが、特に工作系の技術の方々の横の連携、それから、分
析系の横の連携はそれなりに技術職員の方々がリードして進めているところがあります。そういう動
きがこれからも色々出てくるといいのかなと思います。工作系の方々に関しては、現在、試作ソリュー
ションは、現在、理学部の技術職員の方々が兼任され、電子研の方々にも協力いただいているという
ような状況ですけれども、全学的にはまだ広がっておらず、このプロジェクトを進める執行部と、各
部局の教職員の方々との間に十分なネゴシエーションというか、情報共有がなかった結果であります。
今、もう始めてしまっていて、これで実際に我々がやっていることをよく見ていただいて、そこの誤
解を解いて、広めていけたらいいのではないかなと思いますけれども、もっとあらかじめ部局の主だっ
た方々の間の横の連携がとれていれば、こんなことにはならないのではないかと思います。
　今日、ヤンゴン大学の Ye Chan 先生のお話をお聞きしますと、最初から Universities Research 
Center が各デパートメントと、教育、研究も連携する形で組み込まれて設計され、発展していると
いうところは、とてもいいなと思いました。

【組織の最適化について】
○渡辺氏

　多分、大学のそれぞれの先生方に全体最適化を求めるというのはとても難しいことだと思います。
それぞれの研究に対して真摯であればあるほど全体を見ると言うことは非常に難しいことだと思いま
すので、やはり全体最適化は、先ほど江端さんも、それからセンター長もおっしゃっているように、 
トップマネジメントの中で実現していくことではないでしょうか。どういうふうに方向性を共有でき
るように示していくか、それにお一人お一人の参加がどのくらい得られるかということが、全体最適
化の実現に重要だと思います。この事例で言えば文部科学省との政策的な議論の中で、どのぐらい政
策に受け入れられていくかというところとも非常に一致していくと思います。この少し先は、中島係
長の手腕次第なのですけれども、私、思うのですが、最近、文科省の中でも、いろいろなことに挑戦
しましょうと、少し言われてくるようにはなってきていますが、率直に言って、まだまだ現場を、よ
く知らないだろうと思われるプロジェクトメイキングがあったり、それから、事業を実施するときに、
－自省の意味を込めて申し上げますが、予算をとるということに固執して、実施するところにおける
きめ細やかさが足りないとか、関係者とのすり合わせというところが足りない、というところがある
ことを感じています。文科省のそういう点が見えたときには、やはり大学のマネジメント層の方々   
が、自らのポリシーをまずはしっかりと持っていただいたうえで、政策とのずれを埋めていただくと
いうことが一番大事かと思います。
　全体最適化については、文科省の中ですら行われていないという気はしますが、研究の推進、イノ
ベーションの実現といった大目的においては、みんな方向性は同じなのです。ですので、その中で個
別の政策として捉えられてしまっていることを局所最適化せずに、大学の中でもう１回全体最適化と
知略を組んでいただいて、それを文科省に対する宿題として提案していただくと、いい政策対話がで
きていくのではないかと思います。
　個別政策の議論を越えて、政策全体としてとらえたときに、自分たちの方向性がいいのだろうかと、
そういう視点をもう一つ持っていただくと、文科省内の各部局の連携も自然ととれていくことになる
と思います。もちろん、簡単なことではありませんが、私はわりと楽観的に、この動きを何とか続け
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ていくことで、そういう方向に行くのではないかと思っています。
○中島氏

　私もざっくばらんにいきますと、やっぱり大学のマネジメントを作るのはやっぱり大学であって、
我々国というか、文科省がそれを邪魔してはいけないというのは多分あると思います。
　ただ、一定の方向性ですとか、こういう方向に向かっていったらいいよねというところは、大学と
我々とでいろいろ意見交換、共有することで、そういった方向に進めばいいのかなというふうに思っ
ています。
　というのは、北大さんの、例えば今後の組織をどうするかというのを、先ほど人材育成の話もあり
ましたけれども、そこにはキャリアパスと、それにあわせて処遇の問題とか、いろいろな問題がつい
て回る中で、すぐ解決できるような問題ではないと思うのですけれども、例えば処遇の問題、給与と
かになると、それは事務職員がきちんと頑張らなければいけないと思いますし、あとは先生方がやり
たい研究をどういうふうに国が求めている政策につなげていくかというと、それは事務職員だけでは
難しくて、先生方、もしくは先生と事務職員をつなぐ、研究的な素養を持った人材、例えばＵＲＡの
方々ですとか、そういった方がきちんとそこに携わって、マネジメントをしていく、それが本当のマ
ネジメントなのかなというふうには感じておりますので、今後の、例えば今、設備サポートセンター
整備事業も、２３年度から始まって、もう 5、6 年経過しているところなのですけれども、次のサポー
トセンターといいますか、また違った形といいますか、恐らく延長線上になると思うのですけれど      
も、どういった形でそういった大学の支援人材ですとか支援体制というものをサポートできるような
予算が望ましいかというところを、今いろいろ意見交換等々させていただきながら考えさせていただ
いているところで、個人的には、ちょっと頭の中では漠然とはあるのですけれども、それをもうちょっ
と確固たるものにしていきたいなというふうには思っております。

【技術人材育成について】
○中島氏

　人材育成という中で、だんだん大学の経費等も厳しくなっている中で、いかにその枠といいますか、
ポストを確保するというのは結構大変な問題だと思うのですけれども、そういった中で、例えば学生
さん、ポスドクと言っていいのかどうかわからないですけれども、ドクターの学生さんですとか、そ
ういった方々が、こういった設備の共用ですとか、設備の維持管理マネジメントにどうかかわってい
くのが北大として望ましい姿なのかなというところというのは、ちょっと先生方にお聞きしたいなと
思うのですけれども、どうですか。

○佐田氏

　非常に今のお話が来て、まずいなと思いましたけれども、もちろん本人は学位をとることが目的で、
一応お金を払って北大に来ている。多くの場合、我々化学のほうは学振をとっている子が多くなりま
すので、そういう意味でも学振とのタスクの問題も後ほどは出てくるのですけれども、教えることも
一つの業務だという意味で言えば、学生実験のＴＡや何かと同じ感覚でやってもらうというのが、多
分、一番整合性がとれているのではないかなと。制度的にも、それはある範囲内、許される範囲なの
で、多分それが一番いいのではないかなということぐらいです。ただ、もちろん研究の質によっては、
行くなという教授もたくさんいますので、そことの整合性は外圧的にどこかから、部局とかもっと上
のところから、人を出せやといって脅しをかけてもらわないといけない場合も得てしてあるというの
が、多分実相だと思います。
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○前仲氏

　実際、学生さんをそういうところに使うとなったときに、あるいは管理する側にコミットするとい
うことになったときに、デメリットばかり、自分の研究ができなくなるとか、そういうことばかり考
えるときがあるのですけれども、昔は高エネ研に修士の学生さんは 3、4 カ月、ユーザーサポートで 
行って、そこでビームラインの勉強をして、全国のユーザーの人とコミュニケーションをとって、輪
を広げるというのがあったのです。今も形を変えてできてきていると思うのですけれども、そういう
ことを考えると、実は管理することによって、より深く機器のことを理解できると同時に、ほかの異
分野の先生方と話ができるという点では、実はそんなに悪くないのではないかと思っています。もち
ろん両輪の問題で、べったりそこに行ってしまうと、研究をやっているのかサポートをやっているの
かわからないということになると問題なのですけれども、ただ、ある一定数はそれをしたほうが、い
ろいろな視野が広がる。特に若いうちはいろいろなものを見たほうがいいと思うので、それは必ずし
も悪いことではないのではないかなと思います。
　あとは、そういう意味で言うと、若手同士のコミュニケーションというのが、将来役立つことが結
構いっぱいあって、私も共同研究しているのは、よく考えたら、大学の同級生とか、何かの機器のや
りとりをしていて、ちょっと飲みに行ったときに仲よくなったみたいな、そういうところから広がる
こともあるので、むしろそういう積極的なコミュニケーションの場だと考えれば、共用事業というの
は悪くはないかなというふうに思います。
　あとは、その流れでいくと、今、博士課程の学生さんというのは、圧倒的に外国人の人が多くなっ
てきているという現実があります。それは裏を返せばチャンスで、そういう人たちが日本製の機械を
どんどん使って、本国へ帰ったらそれを使いたいというふうに言ってもらうような機会だと思えば、
それはそれでも一つの手かなというふうに思います。そのあたりは上手にうまく使い分けをしなが 
ら、戦略というほど戦略ではないかもしれませんけれども、もう少し広く寛容に見ていくことでやっ
ていけばいいのかなというふうに思いますけれども。

○中島氏

　午前中のソフトマターの発表で、出村先生が共用のシステムを大学院教育へ活用していくみたいな
内容も課題としてあって、当然、学生は学生で、論文を書かなければいけないですとか、学位をとら
なければいけないというような使命がある中で、ただ一方で、機器を使えるということは、学生さん
にとっても一つの大きなメリットなのかなという観点で、うまく学生さんも交えた形での設備の共用
ですとか、マネジメントというのもあり得るかなというところで、ちょっと唐突に質問させていただ
きました。

○網塚氏

　私も前仲先生、佐田先生がおっしゃったことと全く同感で、自分自身も学生のときには全くお金な
んてもらっていなかったですけれども、普通に共用で使っている低温の磁化測定装置で、自分の分野
ではない測定をしてほしいと言われて、やりましたし、当時、まだ日本に２台しか入っていませんで
したから、いろいろな大学の方が使いに来ていた。その世話をしていて、自分のためにもなりました。
だから、そういう意味ではいいと思います。
　今はドクターの方をリサーチアシスタントとして雇うことができるので経済的な支援になって、非
常によいと思います。
　もう一つ、現状をお伝えしますと、理学部でやっている新しい共用システムでは、ドクターの数が
あまり多くないので、ＲＡだけでは賄えず、ティーチングアシスタントとしてマスターの学生も導入
しています。その場合、短期支援員という形で雇用しなければいけなくなってしまって、３カ月以上
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続けて雇えないというルールがあるのです。それで非常に困っているところがあります。もうちょっ
とフレキシブルに学生を、教育の意味で機器共用に参加させて、もちろんやらせ過ぎてはいけないの
ですけれども、学業に影響のない形で組み込んだときに、うまくマネーサポートできるような仕組み
があるといいと思いますので、ぜひその辺の制度設計をよろしくお願いします。

○渡辺氏

　大学特有の話として、学生を育てていく中で、いろいろな視点を持たせるというところに関しては、
イギリスなどでもトランスファラブルスキルズといって、将来いろいろな職業選択ができるように育
成していこうというプログラムがあります。いわゆる「ブラック」にならない程度に、共用施設がそ
のような役割を果たせると良いと思います。ここでちょっとほかの、国研の例を申し上げさせていた
だくと、例えばＪＡＸＡのような研発法人で風洞を管理する人たちが必要、という場合、大学と違っ
て学生という存在がないので、管理部分をアウトソースするというところになります。その程度の余
裕はあるので、できるのですけれども、アウトソースすると、その施設を本来、ファインチューニン
グして、より高い施設に維持できるような、非常にハイパーなテクニシャンといいますか、誰よりも
機械をよく知っていて、研究をしたい人に、やりたいことはこういうことですねと、ソリューション
まで言ってくれるような人が育たない、という問題が出て来ています。アウトソースするのはいいの
だけれども、アウトソースをするとそういうハイパーテクニシャンと言ったらいいのですかね、日本
語はちょっとよくわからないのですけれども、そういう人が欠如してしまうのです。本当はそういう
人に育っていただくというか、そういう人のキャリアパスを確保するということが、長い目で見たと
き、施設の持続性という意味でものすごく大事だと思いますが、それをどうしたらよいか、というこ
とについては、どこの場所、大学、それから国研に関しても、今、解がない状態だと感じています。

○江端氏

　グローバルファシリティセンターの取り組みを進める上で、関係する技術職員の方々、あるいはそ
ういったスタッフの方々でも、とてもスペシャルなテクニックを持っている方々は実はたくさんいて、
大学は結構そういう方々が育つベースはあるのかなというのは個人的には非常に感覚としてありま
す。ただ、それがやはりシステムとして体系立っていない、そして、先ほど先生方からもありました、
技術が伝承されない、そういう部分が非常にもったいないことがたくさんありますので、そういった
グローバルファシリティセンターの共用というのを通じて、そういう仕組みをしっかりとつくり上げ
ていくことが大事なのかなというふうに思っております。

【研究基盤共用政策について】
○前仲氏

　大体事業のお金というのは、長いと５年、短いと３年というので、結局、お金の中身の使い方は、   
とった先生が判断するので、そうなったときに、僕はできるだけ人件費に使おうとするのです。人件
費でいろいろな人を雇用できるほうがよっぽどいいではないかと。あとは機器の使用とか消耗品は、
なかったら何とか他からとってくればいいというので、みんなで頑張ろうという作戦を立てるのです
けれども、問題は、結局、３年たった、５年たったというときに、その人をどうするのかというとこ
ろのセーフティーネットが基本的にないのですよね。だから、本来は事業が終わって、優秀だという
人は、文科省の別枠で、学振ではなくて、技術スタッフの学振みたいなやつをつくって、この人はも
のすごく優秀だから、とりあえず文科省でサポートしますと。だから、その大学に残ってもいいし、
ほかのところへ行ってもいいと。そのうちその人が、本当のいわゆるパーマネントの職かもしれませ
んけれども、そういうところに行けるような、要は事業単位ではなくて、育った人単位のものという
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のを何かつくれないかなと。学振も本来そうだと思うのですけれども、やっぱり何か優秀な人で、卓
越研究員とかもありますけれども、そういうところで、頑張ればそうなるよというのがあると、多分、
どんどんどんどんなりたいという人もふえるだろうし、本当の意味で蓄積していくのではないかとい
う、そういうものを考えてもらえるといいのかなというふうに思ったりしますけれども。

○渡辺氏

　今、大変いいお話をいただきました。私は基盤課長を２年半も務めましたので、もういいだろうと
いうところですが、人材の話と研究基盤の話とをどう結びつけるのか、ということを考えたとき、ま
さに、その課題を次のテーマとして据えていたところです。そのために、いろいろなファシリティ特
有の人材の問題を捉えていく必要があると感じています。卓越研究員の制度も始まっているのですが、
あれはもう少し個々の研究分野に応じた実態を反映したシステムにしていく必要もあると感じていま
す。分野毎に学生の選択肢は違っていますので、今のままでは、「すばらしい事業だ」という評価は、
文科省にはいただけないな、と思っています。すみません、私、辛口ですので。
　また、今おっしゃったような仕組みを、技術スタッフの方を育てていくような仕組みとして構築で
きると良いと思っています。施設ごとの特性を、現在把握しているレベルよりきめ細かに捉え、その
後、文科省として技術人材のプールを大学個別の人材に対するバッファとして持てるようにするとい
うのも、政策のアイデアの一つとしてあると思います。
　その前段階として、北大の事例も含め、今、文科省の事業に御参画いただいている大学の方々、そ
れから、学術機関課のほうの事業サポートを受けている方々、特にマネジメント層にきちんとそうい
う調査をさせていただいて、実態を繊細に把握して、しっかりとした政策につなげていくというのが
次の段階だと思っています。今日、ＪＳＴの方もいらしているので、しっかりとそういった政策提言
していただけるのではないかと期待しています。

○中島氏

　今回の共用とかマネジメントという問題が出てくるというのは、大学の中でもマネジメントできる
ような仕組みをつくらなければいけなくて、先ほどお話のあった、補助金が５年なり何年かで切れて
しまった後、どうするのかというのは、もちろん人件費の問題もありますけれども、これは建物とか
設備も同じであって、建物を建てたら、その後の維持費をどうするのだとか、設備を買ったはいいけ
れども、その後の運営費とか処分費とかどうするのだというような問題がついてくるので、そこは財
務的なマネジメントのところの課題もあるのかなというところなので、国の補助金の見直すべきとこ
ろと、大学としての、どういうふうに財源をうまく使うと、大学として効率的に財源を扱えるかとい
うような財務マネジメントもあわせてやっていかなければいけないのかなというふうに思っていま
す。
　あわせて、では今後、例えば先ほどのお話で、ちょっと踏み込みますと、では学術機関課としてど
ういう人材育成マネジメントといいますか、大学ができるマネジメントをやっていくかというのは、
これは大学の皆様の意見を聞かないと、我々だけで進められる話ではないと思いますので、いろいろ
な先生方にお聞きするですとか、あとは、先週も名工大でシンポジウムがありまして、そちらでもい
ろいろ意見交換等々させていただいたのですけれども、そういった形で、大学に合った形の良い支援
体制のあり方、人材システムのあり方というのを、どちらかというと大学からも提案いただいて、そ
れに支援するのがいいのかどうかというところを双方で話し合っていきたいなというふうには思って
いるところです。

第 2 部 パネルディスカッション
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イノベーション創出に資する研究基盤共用のあり方～共用のニーズ変遷と目指すべきゴール～

○大谷氏

　今の皆さんのお話で、大体集約されているのはどこになるかというと、やっぱり人件費、人を雇用
するというものは、ほかとは違う。今おっしゃったように、確かに設備は入ったはいいけれども、維
持費がないというのは、極端に言えば、お金がなければ維持しないという選択肢しかない。そのとき
に、では雇用した人はどうなるのですかというと、それは雇いどめになるわけで、それは困ると。で
すから、基本的な意味で、人件費というのはほかとは全く違うものであるという形でマネジメントを
始めない限り、この問題は絶対解決しないと思います。
　その中で、例えば一つのプロジェクトで１人雇いましたというというのが１００件あったとして、
それぞれが１人ずつ雇って１００人というのと、その人件費を全部大学が吸い上げというか、それら
をまとめて大学として１００人雇うということができればかなり余裕が出てきます。それは、常に
１００％雇っているわけではないことになるからです。北大の中では、教員に関しては、雇用期間の
狭間のマージンの部分を集めて再分配していますが、これは、雇用制度として非常に有効なやり方で
す。しかし、この共用機器の事業のように、それぞれのプロジェクトで何人でそれそれがこれだけの
人件費をもってますという場合には、それを吸い上げてまとめて運用するなどということは、恐らく
現状ではほとんど不可能、１００％できないということなりますが、それを何かどこかで打破するシ
ステムをつくらないと、他とはまったくちがう性格をもつ人件費を使う、つまり、人材を活用するこ
とをことを考えるときには、そういう施策を考える以外にはなく、本当の意味での人を育てること
にはならない。つまり、ただスキルがついたらそれでＯＫ、５年来たらもうおしまいというのでは、 
ちょっと難しいのかなと感じます。現代の、特に国立大学のように、「あなた方はいわゆる税金を使っ
ていて、どういうふうにちゃんと使っていますか」というアカウンタビリティを問われるときに、今
申しあげたような「長い意味で人を育てる」というようななことを言ったら、多分それは目的外使用
だろうとか、あるいはちょっと使い方が違反だろうということになってしまうわけです。そんな一種
の雰囲気を変えていかないと、真の意味の目的を達成するのはかなり難しいと思います。
　それから、学生でも技術職員もそうなのですが、何らかの形でメリットを与える必要があります。
学生の場合は、共用事業に参加によって自分自身の研究が進むだとか、自分自身の将来に何らかのも
のが得られるというのがあると思われますが、それでもやはり目に見えない形ではちょっと難しい面
があります。特に技術職員、我々の研究所にも技術職員としてたくさんの方にやっていただいている
のだけれども、我々はどうにかしてその技術職員の方々にやってもらったことに対する成果を見せて
いかないといけません。我々は論文を出せば成果になるのですけれども、技術職員にとっては論文に
謝辞が書かれていても、別に成果にはならない。だから、そういうのを目に見える形で示すことがで
きるシステムが必要です。実は多分、去年も同じことを申し上げたような気がします、言葉が適切か
どうかわかりませんが、報奨制度みたいなもの、それはお金とかそういうことでなくてもいいですが、
目に見えるものが必要だし、それをやはり文部科学省なり政府が何らかの形で認証して、「こういう
スキルを持った人である」あるいは「こういうことをやりました」と示すことができるようになるこ
とが、もう一つの大事なポイントかもしれないなというふうに思っています。

【GFC に対する期待】
○渡辺氏

　やはりこれは、北大のインスティテューショナルメモリーとしてしっかりと発展させていただきた
い。それから、発展していくだけではなくて、途中でも申し上げましたけれども、文部科学省に対す
る政策提案、反省点だとか、至らない点をどんどん御指摘いただけるような存在になっていただきたい。
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○中島氏

　このＧＦＣが、北大としての今後１５０周年を迎えるに当たってのビジョンの中においても、幾つ
かの良い研究が結びつけられ、それにあわせてこのファシリティもうまく連携して向かっていくのか
なというところですので、このファシリティが、本当に大学の研究力の強化につながるような取り組
みで、これが日本全国の大学の一つのモデル事例、これを全部まねできる大学なんて多分ないと思う
のですけれども、どこかポイント、ポイントでもまねしていただいて、そういった形で共用というの
が全国の大学に波及していくような、そういったモデルであっていただきたいなというふうに思って
おります。

○大谷氏

　今、中島さんがおっしゃったとおりです。北大は他大学にさきがけてモデルをつくるべきだと思い
ます。実は去年も同じことを申し上げたのですが、１０年以上前に、電子ジャーナルを購入するのに
当たって、北大は運営費交付金を天引き、つまり、各部局に渡す前に吸い上げたものをつかって電子
ジャーナルを購読するという方式を決め、それを今も運用しているわけなのですが、このやり方は他
大学からは「北大方式」と呼ばれているそうです。
　ぜひグローバルファシリティセンターで、「ほかの大学が「北大方式」だと呼ぶようになるシステム、
あるいは、やり方というものを御提案いただいて、これまで既に幾つか提案してきた部分ともあわせ
て積極的に進めていただきたいと、大いに期待しております。

○佐田氏

　やはりユーザーとしては、この論文を見て、この機械はあるかなと、すぐわかって、すぐ測れる。
なおかつ、技術相談していただいて、きちっとフォローしていただける、これは究極だと思いますけ
れども、それに向けてぜひ頑張っていただきたいと思います。

○前仲氏

　今回の新共用で採択していただいて、先頭を走っているつもりなので、解決できないことを解決す
るぞというので、どんどん文科省にお願いしに行けばいいのかなというので、ぜひ期待して、問題が
あったら、問題があるから解決してほしいと、現場こうなって苦しんでいるということをどんどん上
げていきたいなというふうに思っています。

○網塚氏

　今回も恐らくたくさん宿題をいただいたように思います。多岐にわたっていますので、後で江端さ
んに整理してもらいますけれども、短期でできそうなもの、それから中期、長期、また、大学の執行
部をもっと巻き込まないとできそうもないようなこと、いろいろいただいたように思います。
　いずれにしましても、最初にお話ししましたように、大学内の横の連携が本当に重要だと思います。
グローバルファシリティセンターとしても一生懸命進めていこうと思いますので、ぜひこれからも御
協力よろしくお願いいたします。
　今日はどうもありがとうございました。

○江端氏

　皆様の御期待を受けて、常に全国をリードする拠点として、モデル的にやっていくということでま
とめて、どんどん進んでいきたいというふうに思っております。
　どうもありがとうございました。( 拍手 )
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7. アンケート結果
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北海道大学
（教職員）（18）

北海道大学
（学生）（4）

北海道大学
以外の大学
（19）

公的研究機関
（2）

その他
（1）

企業
（1）

アンケート結果

1. あなたのご所属は？（回答者のみ）

2. 本シンポジウムをどのようにお知りになりましたか？（複数回答可）

回答数

国立大学法人機器・分析センター協議会関係者向け一斉メール 8

本学オープンファシリティ利用者向け一斉メール 6

本学部局担当者等からの一斉メール 13

その他一斉メール 4

指導教員からの勧め 6

知人からの紹介 6

ポスター・リーフレット 7

本学ホームページ 5

その他 4

3. 本シンポジウムの感想をお聞かせください。
3-1. ご自身の活動に参考になったものは以下のうちどれですか？（複数回答可）

回答数

講演「新たな共用システムの導入と今後の研究開発基盤政策について」 33

講演「ヤンゴン大学 URC の管理・運営について」 9

報告「北海道大学における新たな共用システムの導入支援プログラム採択 4 拠点の
　　　整備状況」 25

報告「グローバルファシリティセンター進捗状況について」 12

報告「試作ソリューション部門、設備リユース部門の紹介」 15

報告「国際連携推進部門の紹介と論文調査データーベースについて」 10

報告「最先端共用機器の産業への応用」 6

パネルディスカッション「イノベーション創出に資する研究基盤共用のあり方
　　　〜共用のニーズ変遷と目指すべきゴール〜」 24

その他 0

第 2 部
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満足
（19）

まあ満足
（16）

普通
（7）

やや不満
（0）

不満
（0）

3-2. 全体を通じて、本シンポジウムはいかがでしたか？

4.今後シンポジウムで取り上げてほしい話題・企画

■ 予算・内訳・実例

■ 各学部の先生、学部内の機器利用について教えてもらいたい

■ 人材育成について焦点を当ててほしい（例も含めて）

■ 利用成果などの報告

■ 人材育成、キャリアパスプラン

■ 広く意見交換できる場（パネルディスカッションの一環）であるとなお良かったと思います

■ オプションでキャンパスツアー（試作ソリューション部門等）があるとなお良かったです

■ Open Facilityを実際に利用して研究が進んだ実例を紹介して欲しい

■ 資金的裏付け、オペレーションコスト

■ 民間の委託分析とのすみわけ

■ 産業界の機器利用と課金システム

■ 人材育成の実際（現場における育成方法）

■ 異分野交流会の場としても利用できたらと思います

■ 設備リユースについてもっと詳しく知りたい（お金の流れや事務的なことについて）

■ GFCと深い関係のあるURAの業務紹介
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5. その他　ご意見・ご感想

■ 大学の中でもプロジェクトと組織の重要性を感じました

■ GFCはじめ北大と文化省との関係性の質の高さが印象的でした、これからの展開を楽しみにしています

■ フリカンバンも英語で？

■ かた苦しくなく、聞くことができたシンポジウムでした

■ 講演・報告の内容も分かり易かったです

■ Open Facilityに登録されている装置と、登録されてない装置がそれぞれたくさんあると思いますが、
　 その違いは何でしょうか？装置所有者たちへのコマーシャル不足でしょうか？

■ オープンファシリティシンポのプレゼンなのにパワーポイントの文字が小さくて困りました。

■ 設備市場は使い方がかんたんなのでちょっとしたメール周知でひろがるのでは

■ オープンファシリティに登録される機器が増えるにつれて、同様な機器のどれを選ぶべきかといった情報　 
　 が必要となる。そのような情報をHPに載せていただきたい。

■ 事業における委託費・補助金における人件費は3～5年なので「長い試用期間」と考えれば企業の方から
　 見ればうらやましい限りだと思います。終わった時に優秀であれば大学として雇うべきです。

■ 利用料金が少々分かりづらいかと思います（料金の簡単な説明もあると良いと思います）

■ 利用する前にお試し利用の制度はつくれますでしょうか

アンケート結果第 2 部

記入内容は一部編集して記載しています
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